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育
て
よ
う
！〝
地
域
の
介
護
力
〞
生
活
福
祉
課　
（
５
８
）８
２
０
３

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
（
５
８
）７
３
７
３

〜
み
ん
な
で
支
え
あ
い
、い
く
つ
に
な
っ
て
も「
玉
城
が
好
き
！
」と
言
え
る
ま
ち
へ
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
』を
策
定
し
ま
し
た

特集1

　

第
４
期
計
画
の
ポ
イ
ン
ト

①
介
護
予
防
の
仕
組
み
づ
く
り

②
地
域
ケ
ア
体
制
の
構
築

③
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

④
高
齢
者
の
虐
待
防
止
と
権
利
擁
護

⑤
認
知
症
対
策

⑥
介
護
給
付
の
適
正
化

①高齢者が生きがいを持って暮らせるまちづくり
②地域の介護力の向上
③安心して地域で暮らせる環境づくり
④必要なサービスの質の向上

（図1）財源の内訳

（表3）事業費の見込みと各段階における保険料

計

画

の

概

要

事
業
費
と
保
険
料

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
事
業

　

第
４
期
計
画
期
間
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
た
め
に
必
要
な
給
付
費
と
、
介
護
予
防
に

使
う
事
業
費
を
３
年
間
の
総
額
で
約
28
憶

６
千
３
０
０
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
が
行
っ
て
い
け
る
よ
う
に

算
出
さ
れ
た
「
基
準
額
」
を
も
と
に
、
所
得

に
応
じ
６
段
階
に
分
け
て
65
歳
以
上
の
方
の

保
険
料
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

第
４
期
の
「
基
準
額
」
は

　

年
額
：
５
４
，
８
４
０
円

　

月
額
：
４
，
５
７
０
円

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

各
段
階
に
お
け
る
保
険
料
は
表
３
の
と
お

り
で
す
。

　

平
成
12
年
の
第
１
期
計
画
か
ら
、
３

年
ご
と
に
見
直
し
を
行
っ
て
き
た
計
画

は
、
今
回
４
期
目
と
な
り
ま
す
。

　

町
は
、
高
齢
化
の
伸
び
は
小
さ
い
も

の
の
、
平
成
17
年
か
ら
は
、
５
人
に

１
人
が
高
齢
者
と
い
う
超
高
齢
社
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
表
１
）

　

ま
た
、
要
介
護
認
定
者
数
の
推
計
を

行
っ
た
結
果
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
の
増
加
に
伴
い
要
介
護
認
定
者
数
は
、

第
４
期
計
画
終
了
年
で
あ
る
23
年
度
に

は
、
５
３
２
人
に
増
加
す
る
見
込
み
で

す
。（
表
２
）

　

今
回
の
見
直
し
で
は
、
第
３
期
計
画

に
掲
げ
た
「
育
て
よ
う
！
地
域
の
介
護

力
」
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
理

念
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
高
齢
者
が
可
能

な
限
り
住
み
な
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら

し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
年
４
月
か
ら
、
介
護
保
険
に
関
す

る
こ
と
は
、
主
に
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

で
受
付
け
て
い
ま
す
。
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
に
は
、
心
身
の
健
康
の
保
持
な
ど
、

生
活
の
安
定
の
た
め
に
必
要
な
援
助
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
保
健
・
医
療

の
向
上
及
び
福
祉
の
増
進
を
包
括
的
に

支
援
す
る
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
併
設
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
第

４
期
計
画
期
間
中
に
、
次
の
よ
う
な
事

業
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

〈
内
容
〉

　

①
地
域
が
有
し
て
い
る
力
や
困
り
ご

　
　

と
を
見
つ
け
出
す（
地
域
の
ア
セ
ス

　
　

メ
ン
ト
の
実
施
）

　

②
認
知
症
の
方
を
支
え
る
ネ
ッ
ト　

　
　

ワ
ー
ク
づ
く
り
と
予
防
の
推
進

　

③
介
護
力
と
介
護
の
質
の
向
上

12

17

20

年少人口（0～14歳）

14.1％

16.9％

18.6％

21.1％

21.0％

生産年齢人口（18～64歳） 老年人口（65歳以上）

要 支 援１

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度平成20年度

要 支 援２ 要 介 護１ 要 介 護２ 要 介 護３ 要 介 護４ 要 介 護５

（人）
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ア
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議
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ウ
オ
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チ
ン
グ

ト
ピ
ッ
ク
ス

お
知
ら
せ
広
場

特　
　

集

1

基
本
目
標

（表1）町人口に占める高齢者者率

（表2）要介護認定者数の推移



＊
集
団
検
診
は
、
検
診
日
１
カ
月
前
か

ら
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

検
診
の
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
今

後
も
広
報
た
ま
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
福
祉
会
館　

電
話

（
５
８
）
８
０
０
０
へ

城あとに夢を築くまち たまき　2009.5

　

が
ん
検
診
は
、
自
覚
症
状
が
な
い
方
を
対
象
に
早
期
に
が
ん
を
発
見
し
、
適
切

な
治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
の
も
の
で
す
。
現
在
で
は
、
不
治
の
病
で
は
な
く
、
治

る
病
気
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
が
策
定
し
た
「
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、
が
ん
早
期
発
見
の

重
要
性
か
ら
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
を
５
年
以
内
に
50
％
と
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
玉
城
町
の
受
診
状
況
は
別
表
「
平
成
20
年
度
受
診
者
数
・
受
診

率
」
で
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
到
底
達
成
で
き
る
受
診
率
に
は
な
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
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福
祉
会
館
（
５
８
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０
０
０

特　
　

集
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肺 が ん 検 診 　697人（18.3％）

胃 が ん 検 診 　  79 人（2.1％）

大 腸 が ん 検 診 　251人（6.6％）

乳 が ん 検 診 　310人（13.0％）

子 宮 が ん 検 診 　296人（10.2％）

　

検
診
が
有
効
と
さ
れ
る
５
つ
の
主
要
な

が
ん
に
つ
い
て

●
肺
が
ん

　

も
っ
と
も
死
亡
者
数
の
多
い
が
ん
で
年

間
約
６
万
人
も
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
喫
煙
と
の
関
係
が
深
い
こ
と
が
科
学

的
に
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
非
喫
煙
者

に
も
発
生
し
ま
す
。

●
胃
が
ん

　

日
本
人
に
多
い
が
ん
で
す
。
死
者
は
肺

が
ん
に
つ
い
で
２
位
で
す
が
年
間
約
５
万

人
の
方
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
食
事
や

生
活
習
慣
の
変
化
で
若
い
世
代
に
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
食
塩
を
多
く
と

る
地
域
な
ど
に
多
い
な
ど
食
生
活
と
の
関

係
が
深
い
が
ん
で
す
。

●
大
腸
が
ん

　

年
間
約
４
万
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
死
者
は
胃
が
ん
に
次
ぐ
第
３
位
の

が
ん
で
す
。

　

食
生
活
の
欧
米
化
に
と
も
な
っ
て
、
患

者
数
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
飲
酒
と
の

関
係
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
乳
が
ん

　

年
間
約
１
万
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
女
性
に
多
く
35
歳
以
上
の
方
の
死

亡
率
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
早
期
発
見
が

重
要
で
早
期
に
見
つ
か
れ
ば
比
較
的
に
治

り
や
す
い
が
ん
で
す
。
こ
の
40
年
間
で
死

者
は
５
倍
に
も
増
え
て
い
ま
す
。

●
子
宮
が
ん
検
診

　

が
ん
の
で
き
る
部
位
に
よ
っ
て
頸け
い
が
ん

と
体
が
ん
に
分
か
れ
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん

は
、
20
歳
代
、
30
歳
代
の
若
い
女
性
に
増

加
し
て
お
り
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
、
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
が
ん
の
特
徴
を
知
っ
て
頂

き
、
検
診
の
対
象
年
齢
に
達
し
た
方
は
、

１
年
に
１
回
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
変
更
点

＊
個
別
の
子
宮
が
ん
検
診
の
実
施
時
期
の

　

変
更

　

個
別
の
子
宮
が
ん
検
診
の
実
施
時
期
を

７
月
〜
11
月
に
変
更
し
ま
す
。

（
詳
細
は
、
広
報
た
ま
き
７
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。）

　

受
診
す
る
際
の
注
意
点

※
が
ん
検
診
は
、
年
度
内
各
項
目
お
一

人
１
回
し
か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
対
象
年
齢
は
、
受
診
日
現
在
の
満
年

齢
に
な
り
ま
す
。

※
受
診
時
に
は
、
健
康
手
帳
（
お
持
ち

の
場
合
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

＜各種がん検診の対象年齢早見表＞
20
  ～29歳

30
  ～39歳

40
　～49歳

50
　～59歳

60
　～64歳

65
　～69歳

70
　～74歳

75歳
　　以上

肺 が ん 検 診

胃 が ん 検 診

大腸がん検診

乳 が ん 検 診

子宮がん検診

＜集団検診＞

が ん 検 診 名 実　施　日 実施場所 料　金 検　診　内　容

肺 が ん 検 診
5月18日（月）～
　　21日（木）

町内巡回 400円 胸部レントゲン撮影

胃 が ん 検 診
6月3日（水）
12月2日（水）

保健福祉会館 900円
バリウムを飲んでレン
トゲン撮影を行います。

乳 が ん 検 診
6月3日（水）
12月2日（水）

保健福祉会館 700円
超音波での検査を行い
ます。

子宮がん検診
6月3日（水）
12月2日（水）

保健福祉会館 800円
子宮頸部の細胞をとっ
て調べます。

＜個別検診＞

が ん 検 診 名 実 施 日 実　施　場　所 料　金 検　査　内　容

大腸がん検診 4月～３月
神戸クリニック、久瀬
医院、中嶋医院、松岡
内科医院、玉城病院

400円 ２日分の便をとって
調べます。

乳 が ん 検 診
５月～３月
毎週火曜日、
第２土曜日

玉城病院
（土曜日のみ女性技師と
なります。）

1,200 円
＜ 40歳以上の方＞
マンモグラフィ
超音波検診、視触診

700円 ＜ 30～ 39歳の方＞
超音波検診、視触診

子宮がん検診 7月～11月

伊勢市内医療機関
（詳細は、広報たまき
７月号でお知らせしま
す。）

1,400 円 子宮頸部の細胞を
とって調べます。

平成２０年度受診者数・受診率

平成２１年度　がん検診日程

40歳以上の方

40歳以上の方

40歳以上の方

30歳以上の方

20歳以上の方
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３
月
18
日
、
無
料
法
律
相
談
を
行
っ
て

い
る
町
内
の
司
法
書
士
の
み
な
さ
ん
（
北

林
信
弘
さ
ん
、
松
澤
加
重
子
さ
ん
、
太
田

陽
子
さ
ん
）
に
町
長
か
ら
感
謝
の
意
を
表

し
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

こ
の
相
談
は
、偶
数
月
の
第
二
火
曜
日
、

午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
、
保
健
福
祉
会

館
で
実
施
（
要
予
約
）
し
て
い
ま
す
。
平

成
20
年
度
は
32
件
の
相
談
が
あ
り
、
内
容

別
で
は
、
債
権
10
件
、
相
続
６
件
、
不
動

産
に
関
す
る
も
の
12
件
、
そ
の
他
４
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
相
談
日
は
左
記
の
通
り

で
す
。

　

予
約
及
び
詳
細
に
つ
い

て
は
生
活
福
祉
課　

電
話

（
５
８
）
８
２
０
３
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　

３
月
29
日
、
第
６
回
玉
城
町
長
杯
争
奪

囲
碁
大
会
が
、
町
保
健
福
祉
会
館
で
開
催

さ
れ
、
小
学
生
８
人
を
含
む
大
会
最
多
の

43
名
が
参
加
し
、対
局
を
楽
し
み
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
Ａ
ク
ラ
ス（
二
〜
八
段
）

優
勝　

村
田　

興
（
明
和
町
）

２
位　

小
林　

恒
徳
（
原
）

３
位　

中
瀬　

登
三
男
（
明
和
町
）　

■
Ｂ
ク
ラ
ス（
十
五
級
〜
初
段
）

優
勝　

中
西　

文
一
（
多
気
町
）

２
位　

藤
田　

良
平
（
妙
法
寺
）

３
位　

奥　

定
男
（
多
気
町
）

（
敬
称
略
）

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

注
目
の
話
題

町
内
司
法
書
士
の
皆
さ
ん
へ
記
念
品
贈
呈

左：北林さん　右：松澤さん

平成 21年度の相談日

町
長
杯
争
奪

囲
碁
大
会
開
催

　
　
（
町
文
化
協
会
主
催
）

村
山
龍
平
翁
生
誕
祭

日にち 曜　日 時　　　間
4月14日

火 午後2時～4時

６月9日
8月11日
10月13日
12月8日
2月9日

　

満
開
の
桜
の
も
と
、「
第
22
回
玉
城
町
桜
ま
つ

り
」
が
、
４
月
５
日
、
田
丸
城
跡
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

メ
ー
ン
会
場
と
な
っ
た
玉
城
中
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
は
、
各
小
学
校
及
び
田
丸
神
社
子
供

み
こ
し
の
到
着
の
あ
と
、
玉
城
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
演
奏
で
ま
つ
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
保
育
所
園
児
・
社
協
職
員
に
よ
る
「
元
気

で
す
た
ま
き
」
体
操
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
子
供

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
木

や
り
、
玉
丸
城
太
鼓
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、

ま
つ
り
の
締
め
く
く
り
を
飾
っ
た
「
い
く
つ
積

め
る
か
カ
ッ
プ
め
ん
」
に
は
、
幅
広
い
年
齢
層
の

方
々
が
参
加
し
、
列
に
な
ら
ん
で
も
参
加
で
き
な

い
人
が
出
る
ほ
ど
の
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、会
場
周
辺
で
は
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

の
ほ
か
、
飲
食
物
や
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
模
擬
店
が

多
数
出
店
し
ま
つ
り
の
華
や
か
さ
に
色
を
添
え
て

い
ま
し
た
。

　

前
日
の
雨
が
上
が
っ
た
こ
の
日
は
、
肌
寒
い
日

と
な
り
ま
し
た
が
、
会
場
に
は
、
た
く
さ
ん
の
方

が
、
満
開
の
桜
の
も
と
ま
つ
り
を
楽
し
み
、
春
の

訪
れ
を
感
じ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

第22回第22回

　

桜
も
満
開
間
近
と
な
っ
た
、
４
月
３

日
、
朝
日
新
聞
の
創
始
者
で
、
玉
城

町
の
名
誉
町
民
で
も
あ
る
村
山
龍
平
翁

（
り
ょ
う
へ
い
お
う
）
の
生
誕
祭
が
、
生

誕
の
地
・
香
雪
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

辻
村
町
長
を
は
じ
め
、
お
よ
そ
60
人

の
関
係
者
が
参
列
し
、
儀
式
は
、
昭
和

９
年
に
建
て
ら
れ
た
村
山
龍
平
翁
記
念

碑
を
前
に
、
献
餞
の
儀
、
祝
詞
奏
上
、

玉
串
奉
奠
な
ど
執
り
行
わ
れ
、
最
後
に

来
賓
か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
、
滞
り
な
く

終
了
し
ま
し
た
。

　

村
山
龍
平
翁
は
、
嘉
永
（
か
え
い
）

３
年
（
１
８
５
０
年
）
伊
勢
国
（
い
せ

の
く
に
）
田
丸
に
生
ま
れ
、
紀
州
藩
旧

田
丸
領
に
仕
え
た
旧
士
族
。

　

明
治
12
年
１
月
、
朝
日
新
聞
を
創
刊
。

社
会
や
文
化
な
ど
の
事
業
活
動
を
推
進

し
、
日
本
の
新
聞
界
に
大
き
な
功
績
を

残
し
ま
し
た
。

　

ま
た
龍
平
翁

に
よ
り
、
昭
和

３
年
当
時
国
有

財
産
で
あ
っ
た

田
丸
城
址
の
恵

贈
を
受
け
、
町

有
地
と
な
り
現

在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

生誕祭に臨む参列者



更
に
関
す
る
協
議　

　

多
気
郡
大
台
町
、
度
会
郡
大
紀
町
中
学

組
合
及
び
朝
明
広
域
衛
生
組
合
が
脱
退
す

る
た
め
の
協
議
を
行
い
議
決
さ
れ
ま
し

た
。　

▼
町
道
の
認
定

　

住
宅
団
地
等
の
開
発
に
伴
い
設
置
さ
れ

た
公
衆
用
道
路
に
つ
い
て
、
道
路
法
に
基

づ
き
町
道
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
20
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
５
号
）

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
国
の
補
正
予
算

を
受
け
て
、
定
額
給
付
金
、
子
育
て
応
援

手
当
、
地
域
住
宅
モ
デ
ル
普
及
事
業
、
地

域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
な
ど

を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

〈
歳
入
の
主
な
も
の
〉

国
庫
補
助
金
：
民
生
費
国
庫
補
助

金
で
「
子
育
て
応
援
特
別
手
当
」

１
千
１
８
２
万
６
千
円
、
土
木
費
国
庫
補

助
金
で
「
地
域
住
宅
モ
デ
ル
普
及
推
進
事

業
補
助
金
」
２
千
６
２
４
万
２
千
円
、
総

務
費
国
庫
補
助
金
で
「
定
額
給
付
金
事

業
補
助
金
」
２
億
４
千
８
３
７
万
５
千

円
、「
地
域
活
性
化
・
緊
急
安
心
実
現
総

合
対
策
交
付
金
」
５
０
０
万
円
、「
地

域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
」

５
千
２
６
６
万
４
千
円
、
こ
れ
ら
を
合
わ

せ
て
、
３
億
４
千
４
１
０
万
７
千
円
を
増

額
し
ま
し
た
。

〈
歳
出
の
主
な
も
の
〉

　

総
務
費：新
た
に
定
額
給
付
費
の
「
項
」

を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
月
か
ら
先

行
し
て
、
臨
時
職
員
を
雇
い
入
れ
、
対
応

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
定
額
給
付
の
実
施

時
期
に
つ
い
て
は
、
５
月
を
予
定
し
て
い

る
た
め
、
繰
越
明
許
費
を
設
定
し
て
い
ま

す
。

　

民
生
費
：
新
規
に
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
へ
の
貸
付
金
３
千
万
円
を
計
上

し
、
２
年
続
け
て
赤
字
と
な
ら
な
い
よ
う

な
方
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在

運
営
し
て
い
る
小
規
模
授
産
施
設
が
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
施
設
整
備
を
行
う

に
あ
た
り
、
建
設
費
の
一
部
を
補
助
す

る
た
め
、
県
補
助
金
の
１
／
２
相
当
の

３
６
７
万
８
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
応
援
特
別
手
当
１
千
９
８
万
円
に

つ
い
て
は
、
定
額
給
付
金
と
同
時
期
の
支

給
を
考
え
て
い
る
た
め
、
繰
越
明
許
費
を

設
定
し
て
い
ま
す
。
民
族
資
料
館
を
解
体

し
た
跡
地
に
つ
い
て
は
、
田
丸
保
育
所
の

園
庭
と
し
て
の
活
用
を
考
え
て
お
り
、
そ

の
整
備
の
た
め
の
工
事
費
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　

商
工
費
：
地
域
活
性
化
生
活
対
策
交
付

金
を
充
て
、
ア
ス
ピ
ア
玉
城
の
施
設
を
一

部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
考
え
で
、
現
在
改

修
計
画
を
検
討
中
で
あ
る
た
め
、
山
村
振

興
事
業
会
計
に
繰
出
し
、基
金
に
積
立
て
、

新
年
度
に
工
事
を
実
施
す
る
予
算
と
し
て

い
ま
す
。

　

土
木
費
：
道
路
維
持
補
修
費
で
工
事
費

に
４
０
０
万
円
、
原
材
料
費
に
１
５
０
万

円
の
追
加
、
道
路
新
設
改
良
費
で
測
量
設

計
委
託
料
５
０
０
万
円
の
追
加
な
ど
、
地

域
活
性
化
・
生
活
対
策
交
付
金
を
充
て
事

業
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。
道
路
新
設
改

良
費
に
お
い
て
は
、
事
業
の
進
捗
等
の
関

係
か
ら
、
一
部
繰
越
明
許
費
を
設
定
し
て

い
ま
す
。

　

住
宅
費
：
地
域
住
宅
モ
デ
ル
整
備

事
業
補
助
を
受
け
、
住
宅
業
者
に

２
千
６
０
４
万
２
千
円
の
補
助
を
行
う
予

算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て

も
、
完
成
時
期
の
関
係
か
ら
繰
越
明
許
費

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
費
：
広
域
消
防
庁
舎
の
改
修
計
画

変
更
に
伴
う
増
額
を
計
上
し
、
工
期
の
関

係
か
ら
繰
越
明
許
と
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
費
：
奥
書
院
等
の
改
修
費

３
５
０
万
円
の
ほ
か
、
城
山
に
植
栽
を
行

う
た
め
の
原
材
料
費
１
０
０
万
円
を
新
規

に
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

繰
出
金
：
医
療
機
器
等
を
購
入
す
る
た

め
、
玉
城
病
院
と
ケ
ア
ハ
イ
ツ
玉
城
に
繰

出
し
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
平
成
20
年
度
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算(

第
５
号)

　

１
千
１
４
０
万
８
千
円
を
減
額
し
、
予

算
総
額
を
１
２
億
８
千
４
４
５
万
５
千
円

と
し
て
い
ま
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
退
職
者
の
療
養
給

付
費
交
付
金
２
千
５
１
７
万
２
千
円
の
減

額
、
新
規
で
保
険
財
政
自
立
支
援
貸
付
金

３
千
万
円
の
増
額
で
す
。

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
で
１
千
４
４
万

円
の
減
額
、
共
同
事
業
拠
出
金

６
５
５
万
９
千
円
の
増
額
が
主
な
も
の
で

す
。　
　

▼
平
成
20
年
度
玉
城
町
老
人
保
健
特
別
会

計
補
正
予
算(

第
３
号)

　

医
療
諸
費
の
減
額
に
伴
い

１
千
９
２
３
万
７
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
を
１
億
１
千
８
９
４
万
３
千
円
と
し

て
い
ま
す
。

▼
平
成
20
年
度
玉
城
町
山
村
振
興
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

事
業
実
績
見
込
み
を
も
と
に
、
各
科

目
の
予
算
調
整
と
、
地
域
活
性
化
・
生

活
対
策
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
、
一

般
会
計
か
ら
繰
入
れ
、
山
村
振
興
事

業
管
理
基
金
に
積
立
て
る
も
の
で
、

６
６
６
万
８
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
６
千
３
３
８
万
４
千
円
と
し
て
い
ま

す
。

▼
平
成
20
年
度
玉
城
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

年
度
末
を
見
込
み
、
歳
入
で
使
用

料
、
国
庫
支
出
金
、
繰
入
金
及
び
町
債

等
で
２
千
９
０
０
万
８
千
円
を
減
額

ウォッチング
議議
会

ひと＋まち＋くらし

平
成
21
年　

第
１
回
玉
城
町
議
会
定
例
会

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
創
設
に
伴
う
条
例
の
制
定

●
平
成
21
年
度
一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
予
算
案
な
ど　

38
議
案
原
案
可
決

城あとに夢を築くまち たまき　2009.5

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

お
知
ら
せ
広
場

議
会
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

ト
ピ
ッ
ク
ス

特　
　

集
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▼
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　

地
方
道
路
整
備
交
付
金
事
業
（
町
道
野

篠
第
１
号
線
自
歩
道
設
置
工
事
）
の
請
負

契
約
に
つ
い
て
、
２
８
３
万
８
０
０
円
を

追
加
し
、
６
千
０
５
８
万
８
０
０
円
と
す

る
こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　

農
業
集
落
排
水
施
設
三
郷
・
昼
田
地
区

汚
水
処
理
場
建
設
工
事
の
請
負
契
約
に
つ

い
て
、
８
５
０
万
２
千
９
０
０
円
を
追
加

し
、
１
億
６
千
５
６
３
万
５
４
０
０
円
と

す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特

例
基
金
条
例
の
制
定

　

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を
図
る
と
い

う
介
護
報
酬
の
改
定
の
趣
旨
等
を
踏
ま

え
、
改
定
に
伴
う
介
護
保
険
料
の
急
激
な

上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
、
玉
城
町
介
護
従

事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
基
金
を
設
置
し

ま
し
た
。

▼
玉
城
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改

正
　

現
在
、
三
重
県
町
村
会
で
運
営
し
て
い

る
情
報
公
開
審
査
会
及
び
個
人
情
報
保
護

審
査
会
の
各
委
員
会
を
統
合
す
る
こ
と
及

び
統
計
法
の
全
部
改
正
に
よ
る
条
文
整
理

を
行
い
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▼
玉
城
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
一
般
職
の
職

員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律

及
び
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
法
律
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
必

要
な
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
当
町
の
医
師

及
び
歯
科
医
師
に
対
す
る
給
与
を
改
定
し

ま
し
た
。

▼
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
寄
附

金
税
制
が
拡
充
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
個

人
町
民
税
の
寄
附
金
控
除
の
規
定
を
整
備

し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
　

介
護
納
付
金
賦
課
限
度
額
の
改
定
と
、

関
係
法
令
の
改
正
等
に
伴
い
必
要
な
規
定

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険

料
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
事
業
計
画
に

基
づ
く
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
等
に
照

ら
し
、
財
政
の
均
衡
を
保
つ
よ
う
条
例
で

定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
の
３
年
を

１
期
と
し
た
保
険
料
及
び
経
過
措
置
を
定

め
ま
し
た
。

▼
三
重
県
自
治
会
館
組
合
の
共
同
処
理
す

る
事
務
の
変
更
及
び
三
重
県
自
治
会
館
組

合
の
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

　
「
物
品
及
び
業
務
委
託
に
係
る
入
札
参

加
資
格
申
請
の
受
付
及
び
審
査
の
共
同
化

に
関
す
る
事
務
」
を
追
加
す
る
た
め
の
協

議
を
行
い
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
▼
三
重
県
市
町
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
に
関

す
る
協
議

▼
三
重
県
市
町
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
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ト
ピ
ッ
ク
ス

お
知
ら
せ
広
場

議
会
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

特　
　

集
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し
、
歳
出
で
、
農
業
集
落
排
水
整
備

費
等
各
科
目
を
精
査
の
上
、
同
額
の

２
千
９
０
０
万
８
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
を
２
億
４
千
２
０
０
万
８
千
円
と
し

て
い
ま
す
。

▼
平
成
20
年
度
玉
城
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算(

第
３
号)

　

地
域
支
援
事
業
の
精
査
を
行
い
、

２
千
１
４
０
万
８
千
円
を

増
額
し
、
予
算
総
額
を

８
億
４
千
４
６
７
万
１
千

円
と
し
て
い
ま
す
。

▼
平
成
20
年
度
玉
城
町
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算(

第
２
号)

　

広
域
連
合
の
納
付

金
の
精
算
に
よ
り
、

１
１
万
８
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を

１
億
７
千
４
３
５
万
６
千

円
と
し
て
い
ま
す
。

▼
平
成
20
年
度　

玉
城
町

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

年
度
末
を
見
込
み
、
業

務
予
定
量
及
び
予
算
の

調
整
を
行
う
も
の
で
、

収
益
的
収
支
の
収
入
で

５
千
８
４
３
万
７
千

円
の
増
額
、
支
出
で
２
４
８
万
９
千

円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

６
億
１
千
８
０
０
万
１
千
円
と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
支
に
い
て
は
、
収
入

で
他
会
計
負
担
金
、
補
助
金
合
わ
せ
て

３
６
９
万
５
千
円
の
増
額
と
、
支
出
で
建

設
改
良
費
３
９
６
万
９
千
円
を
増
額
し
て

い
ま
す
。

▼
平
成
20
年
度
玉
城
町
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）

　

業
務
の
予
定
量
で
年
間
給
水
量
の
増
加

を
見
込
む
と
と
も
に
予
算
の
調
整
を
行
う

も
の
で
、
収
益
的
収
入
に
お
い
て
営
業
収

益
等
で
８
２
１
万
５
千
円
の
増
額
と
、
支

出
で
営
業
費
用
な
ど
６
０
２
万
２
千
円
を

減
額
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
支
に
お
い
て

は
、
収
入
で
企
業
債
と
分
担
金
収
入
で

５
千
９
９
１
万
５
千
円
の
減
額
、
支

出
に
お
い
て
は
建
設
改
良
費
な
ど
で

１
千
６
２
４
万
円
を
減
額
し
て
い
ま
す
。

▼
平
成
20
年
度　

玉
城
町
介
護
老
人
保
健

施
設
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

事
業
実
績
を
も
と
に
精
査
し
、
年
間
予

算
の
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

　

収
益
的
収
支
に
お
い
て
、
施
設

事
業
収
益
、
施
設
事
業
費
用
と
も

１
８
５
万
４
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

３
億
３
千
７
０
７
万
４
千
円
と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
支
に
お
い
て
は
、
収

入
で
他
会
計
補
助
金
４
７
０
万
５
千
円
の

増
額
と
、
支
出
で
建
設
改
良
費
２
５
０
万

円
の
増
額
を
し
て
い
ま
す
。

▼
平
成
20
年
度
玉
城
町
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

　

業
務
予
定
量
の
減
量
に
よ
る
使
用
料

減
額
と
消
費
税
還
付
金
の
減
額
等
に
よ

る
営
業
収
益
の
減
額
な
ど
予
算
の
調
整

を
行
う
も
の
で
、
収
益
的
収
入
に
お
い

て
５
４
３
万
６
千
円
の
減
額
、
支
出
で

営
業
費
用
な
ど
２
８
２
万
１
千
円
を
減

額
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
資
本
的
収

支
に
お
い
て
は
、
収
入
で
企
業
債
等

４
千
８
０
１
万
３
千
円
の
減
額
、
支
出
で

建
設
改
良
費
６
千
７
５
２
万
円
を
減
額
し

て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
予
算

一
般
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計

老
人
保
健
特
別
会
計

山
村
振
興
事
業
特
別
会
計

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

病
院
事
業
会
計

水
道
事
業
会
計

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計

下
水
道
事
業
会
計

　

主
な
事
業
及
び
各
会
計
の
予
算
額
に
つ

い
て
は
10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
追
加
議
案
】

▼
平
成
20
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
５
号
）

会　計　別 平成20年度 平成21年度 比較

◆一般会計 4,240,000 4,240,000 0

◆特別会計 2,614,399 2,574,303 △ 40,096
国民健康保険事業 1,196,173 1,279,016 82,843

住宅新築資金等貸付事業 5,921 3,980 △ 1,941
老人保健事業 104,877 2,142 △ 102,735
山村振興事業 54,629 67,666 13,037

農業集落排水事業 256,841 125,030 △ 131,811
介護保険事業 814,409 909,333 94,924

後期高齢者医療事業 181,549 187,136 5,587

◆企業会計 2,977,101 2,793,637 △ 183,464
病院事業 647,918 650,215 2,297
水道事業 529,150 670,721 141,571

介護老人保健施設事業 354,244 375,797 21,553
公共下水道事業 1,445,789 1,096,904 △ 348,885

重　複　額 603,828 667,268 63,440
　純　　　計 9,227,672 8,940,672 △ 287,000

●会計別平成20年度予算および前年度比較表 （単位：千円）

＊合計には、一般会計諸支出金など各企業会計へ繰り出しされる金額が重複しています。

事　業　名　称 事　　業　　内　　容 予算額
単位：千円

恵まれた環境を生かす　まちづくり　　　　　　　　　４億３４４１万円

保健衛生住民関係経費 菊狭間環境整備組合（ゴミの収集）・伊勢広域環境組合（ゴミ
の焼却・し尿処理・斎場）等の負担金経費 171,567 

農業集落排水事業会計支出金経費 農業集落排水事業特別会計への繰出金 36,556 
公共下水道事業会計支出金経費 公共下水道事業会計への繰出金 182,080 
安心して暮らせる　まちづくり　　　　　　　　　　１８億２６３５万７０００円

社会福祉協議会経費 福祉バス・研修バスの運行事業委託金、保健福祉会館管理事務
委託金・町社会福祉協議会運営補助金等の経費 26,534 

福祉課特別会計経費 玉城町国民健康保険、老人保健、介護保険、後期高齢者医療特
別会計への繰出金等経費 315,647 

町内保育所施設経費 保育事業に必要な消耗品費・尿検査等の委託料・電気保守業務
等の委託料等にかかる経費 40,219 

放課後児童クラブ室新築事業経費 児童館・放課後児童クラブ室運営に必要な賃金・消耗品費や警
備委託料・各種使用料等にかかる経費 14,965 

障害者自立支援給付費
障害のある人が自立した生活を営むことができるように、「居
宅介護」「生活介護」「短期入所」等のサービスの提供や舗装具
費の給付、更生医療費の支給経費

97,692 

児童手当経費 児童手当認定及び給付事務 138,056 
病院会計支出金経費 玉城病院事業会計への繰出金 84,169 
常備消防経費 広域消防委託料等 192,135 
地域文化の薫りたつ　まちづくり　　　　　　　　　　４億５０６２万７０００円

小学校管理経費 教育委員会事務局が管理する小学校経費 70,875 
小学校建設経費 教育委員会事務局が管理する小学校建設等経費 110,272 
中学校教委管理経費 教育委員会事務局が管理する中学校経費 35,499 
中央公民館経費 ＩＴサポートセンター、中央公民館の管理・運営経費 14,076 
活気あふれる　まちづくり　　　　　　　　　　　　　４億９６７７万５０００円

ケーブルテレビ事業 ケーブルテレビの運営事業。番組制作、文字放送、チャンネル
使用料経費 14,843 

農業振興経費 各種団体への補助 , 生産調整・食料自給率向上のための施策に
対する補助金等 13,242 

県営関連事業 県営農道 , 県営かんがい排水事業 , 県営経営体育成基盤整備事
業に係る経費を一部負担し農業の基盤整備を促進経費 70,702 

道路維持修繕事業 町道の維持補修 44,833 
道路新設改良町単事業 町道の新設改良 46,596 

地方道路整備交付金事業 地方道路整備事業で実施する町道野篠第 1号線の自歩道設置 57,622 

地方道路整備交付金事業 地方道路整備事業で実施する町道中楽朝久田線の道路整備 48,169 
計画推進のために（人件費等）　　　　　　　　　１０億３１８３万１０００円

元金償還経費 20 年度末の地方債現在高見込（4,234 百万円）に係る当該年
度の元金償還経費。 432,303 

利子償還経費 20 年度末の地方債現在高見込（4,234 百万円）に係る当該年
度の利子、一時借入金に利子経費。 73,514 

賦課徴収全般経費
税賦課徴収に係る嘱託員賃金、電算委託料等の事務経費、家屋
評価計算・法人町民税・滞納整理システムに係る経費、過誤納
付還付金

34,958 
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　城山の木々もすっかり若葉となりました。

　玉城病院では、4月から本泉院長が「総合
診療」として診療にあたっていただいておりま
す。また４月から整形外科の常勤医として 矢
田浩 医師をお迎えし、さらに充実した診療内
容といたしました。町民の皆さまの健康を支
える病院運営について、格別のご理解をお願
いします。

　４月から新入職員がそれぞれの職場で奮闘
中であります。そのいきいきとした姿を見ると
こちらも元気をもらいます。厳しい時代であり
ますが、志高く、大いなる活躍を願うものであ
ります。住民のみなさんのあたたかいご支援
をお願いします。

　４月４日に、中川電化産業株式会社様から
「プラボーン（ゲートボールハウス）」をご寄贈
いただきました。保健福祉会館のゲートボール
コートを覆い尽くす姿は圧巻で、ゲートボール
のほか各種イベントなど多目的に利用できたら
と考えています。

　４月６日、７日と小中学校の入学式に出席い
たしました。少子化の進展により、あちらこち
らで、小中学校の統廃合が行われていますが、
当町では小学校入学児童１６７人、中学校入学
生徒１７３人の入学があり、各学校は子供たち
の活気であふれています。この地域の将来を
支える子供たちを町あげて育てていかねばな
りません。

　　　　　　　　４月１５日　町長室にて

玉城町長

《3月27日》
●（財）吉田福祉基金様
からケアハイツ玉城に
リクライニング車いす
１台をいただきました。
《ふるさと応援寄附金
　　　（3/1～3/31）》

●豊岡正宏様ほか 1名の方から、総額 20,000 円のご
寄附をいただきました。
　※お名前は、公表可能な方のみ掲載しています。
　※「ふるさと応援寄附金」については町ＨＰで紹介しています。

【社会福祉協議会】
《3月 9日》
●玉城町母子寡婦福祉会　様　　１０，０００円
●リズムカラオケ発表会　様　　　９，９９８円
《3月 27日》
●（財）吉田福祉基金様から自走式介助車いす５台を
いただきました。

『プラボーン（ゲートボールハウス）』寄贈

《4月 4日》
●中川電化産業株式会社（本社　松阪市）から、健康
づくりや地域交流の場に活用いただきたいとプラボー
ン（ゲートボールハウス）をご寄贈いただきました。
町ではゲートボールのほか、健康づくりや様々なイベ
ントなど多目的な活用を考えています。

　玉城町においては、地方分権の大きな流れの中で、
主体性のある安定した町政を目指して継続して行財政
改革に力を入れてきました。子育て支援の施策や教育
施設の整備、下水道をはじめとした都市基盤整備など、
将来を見据えた主要施策に取り組むことができたもの
と考えます。　　
　平成 21年度の予算編成について、経済面では、サ
ブプライムローン問題に端を発した金融市場の大混乱
は、百年に一度と形容される経済危機へと発展し、先
行きの不透明感から脱しえない状況であります。玉城
町においても、歳入の根幹をなす町税収入では、法人
町民税が企業収益の悪化により大きく減収となり、固
定資産税においても評価替えの年度であることや、企
業の設備投資の冷え込みから減収が見込まれていると
ころであり、財政環境は一段と厳しい状況にあります。
　こうした状況の中、地方自治体においては、第２次
分権改革や税財政制度の改革など、住民に身近な基礎
自治体のあり方そのものが問われています。また、年
金や医療制度などの抜本的見直しが進められ、安全・
安心な暮らしの確保、教育改革といった課題もありま
す。自ら考え、行動し、責任を持つ市町村は、今まさ
にその真価が問われる正念場を迎えています。
　平成 21年度は、町政をお任せいただき 4年目の仕
上げの年度であります。政策の基本理念として「隣人
愛」、「郷土愛」、「自然愛」を基に『玉城町に住んで良かっ
た』『玉城町へ行って暮らしてみたい』と思っていた
だけるまちづくりの総仕上げに全力を尽くし取り組ん
でまいります。
　１つは、町民生活の安全・安心についてであります。
近年、予想されている東海・東南海地震等の大規模地
震からの被害を最小限にとどめるため外城田川に架か
る橋梁の修繕計画策定を行い、緊急に小規模な修繕に
対応できるよう河川修繕費の予算化を行います。
　また、安全な通学路の確保の観点からは、野篠第 1
号線歩道整備、中楽朝久田線の道路改良を進めていき
ます。さらには、交通安全の更なる普及啓発や町民生
活を脅かす犯罪行為を抑制・撲滅するため、効果的な
対策を地域の皆さんと一体となって取り組んでいきま
す。
　次に少子・高齢社会に対応した地域で支えあう社会
であります。まず子育て支援の施策として、子育てファ
ミリーサポート事業への加入を行い、安心して子育て
ができる環境づくりに取り組んでいきます。
　また、有田保育所駐車場の整備に引き続き、21年
度には外城田保育所の空調設備取替工事の実施設計に
も取り組んでいきます。
　また、住民と職員との交流を促進して、地域の課題
解決につなげるため、昨年 4月から導入の地域担当制

の充実を図っていきます。
　小中学校教育をより充実させるため、学校ごとの課題
解決支援のための費用を新たに計上し、施設整備として
は外城田小学校への空調設備工事を行うほか、今後も順
次教育環境を整えていきます。
　更に、20年度から導入された後期高齢者医療制度及び
特定健診、特定保健指導の円滑な実施に向けて引き続き
取り組んでいきます。
　次に、身近な地域で適切な医療を提供できるよう玉城
病院、ケアハイツ玉城並びに健康管理センターを含め地
域福祉医療体制を一層充実し、４月からは整形外科医を
常勤で配置します。
　2つには、玉城町の豊かな農村環境を保つために、農
業集落育成交付金、水田土地利用型農業活性化対策事業
交付金を充実し、優良農地の保全に取り組んでいきます。
また、ハード事業としては引き続き有田地区において宮
川２期事業経営体育成基盤事業を推進していきます。新
規事業としては町道原冨岡線の県営事業での舗装補修事
業採択に向け取り組んでいきます。
　上水道事業で、安全な飲料水の安定供給に努め、下水
道事業では、昨年度に引き続いて宮川流域下水道事業の
計画に基づく地域の整備を進めます。
　３つには、地域文化の薫りたつまちづくりについて、
今年度は久野丹波守が田丸城に入城してから390年であ
ることから年間を通じて記念事業を計画し、玉城町の歴
史文化の情報発信を行い、三重県と連携して世界遺産熊
野古道の伊勢路の景観整備に取り組んでいきます。
　4つには、地方分権の時代に相応した自立型地域社会
の確立を目指した、活気あふれるまちづくり推進につい
てであります。
　本年度は、今後の玉城町の将来を方向づける平成 23
年度以降の総合計画の作成に取り掛かります。
　また、活力あるまちづくりは、地域力の向上であります。
そのため、「美し国おこし三重」事業と連携をとりながら
地域おこしの施策を進めていきます。
　更に、雇用対策については、景気の後退期ではありま
すが、引き続き企業に地元雇用を要望していきます。
　商工部門においては、商工会等と連携し地域資源を活
用した地域特産品開発事業を推進していきます。
　当面する町政運営にあっては、厳しい財政状況のもと、
限られた経営資源の中で、事務事業の「選択と集中」を
一層進め、簡素で効率的な「身の丈」にあった行財政運
営に努めていきます。
　また、国の緊急経済対策に基づく定額給付金、子育て
応援手当、地域住宅モデル普及事業、地域活性化・生活
対策臨時交付金の緊急の雇用対策について引き続き施策
に取り組んでいきます。

ありがとう手帖ありがとう手帖

（平成21年3月31日現在）

〈人のうごき〉

人口
男
女
世帯数

15,286人（-18人）
7,465人（-15人）
7,821人（-3人）

4,998世帯（-1世帯）（　）は3月1日以降の増減

　 町 長 施 政 方 針（ 概 要 ）
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財政力 

財政力指数 [0.76]

類似団体内順位 

[ 9/52 ]

全国市町村平均 

0.55
三重県市町村平均 

0.67

0.00
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1.00

1.50

2.00

2.50

0.21

1.88

0.57

類似団体内 
最大値 

類似団体内 
最小値 

類似団体内 
平均値 

0.76

玉城町の比率 
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平
成
19
年
度
決
算
に
見
る　

玉
城
町
の
財
政
状
況

■
財
政
力（
財
政
力
指
数
）…
…

　

財
政
力
指
数
は
、
標
準
的
な
行
政
を
行
う
場
合
に
必

要
な
財
源
を
１
と
し
て
、
ど
の
程
度
、
自
前
の
税
収
入

な
ど
で
ま
か
な
え
る
か
を
示
し
ま
す
。

　

当
町
は
、
町
内
企
業
な
ど
の
業
績
に
よ
り
、
昨
年
か

ら
０
・
０
４
ポ
イ
ン
ト
マ
イ
ナ
ス
の
０
・７
６
と
な
り
ま

し
た
が
、
全
国
平
均
・
県
内
平
均
・
類
似
団
体
平
均
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
展
開
し
、
税
な
ど
の
徴
収
強
化
に
努
め
、
財
政
の
健

全
化
を
図
り
ま
す
。

■
財
政
構
造
の
弾
力
性（
経
常
収
支
比
率
）…
…

　

経
常
収
支
比
率
は
、
比
率
が
低
い
と
財
政
に
弾
力
性

が
あ
り
、
高
い
と
財
政
が
硬
直
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
町
で
は
、
交
付
税
が
増
え
、
か
つ
平
成
19
年
度
の

法
人
税
が
過
去
最
高
額
と
な
り
、
一
般
財
源
が
一
時
的

に
増
加
し
た
事
に
よ
り
、
い
ず
れ
の
平
均
よ
り
も
良
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
事
務
事
業
の
見
直
し
や

内
部
経
費
を
縮
減
し
、
行
政
の
効
率
化
に
努
め
ま
す
。

■
公
債
費
負
担
の
健
全
度

　
　
　
（
実
質
公
債
費
比
率
）・・・・・

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
実
質
的
な
公
債
費
の
負
担
の

大
き
さ
を
表
す
指
標
で
、
実
質
的
な
公
債
費
が
財
政
規

模
に
占
め
る
割
合(

３
年
間
の
平
均)

で
す
。
25
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
る
と
、
新
た
な
地
方
債
の
発
行
が
制
限

さ
れ
ま
す
。

　

当
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
起
債
抑
制
に
よ
り
11
・
2

パ
ー
セ
ン
ト
と
い
ず
れ
の
平
均
よ
り
も
下
回
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
下
水
道
事
業
の
進
捗
に
併
せ
増
加
す
る
見

込
み
で
あ
り
、
今
後
も
、
適
正
な
事
業
実
施
に
よ
り
抑

制
に
努
め
ま
す
。

■
給
与
水
準
の
適
正
度

　
　
　
（
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
）…
…

　

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は
、
国
家
公
務
員
の
給
与
水

準
を
１
０
０
と
し
た
場
合
の
地
方
公
務
員
の
給
与
水
準

を
指
数
で
示
し
た
も
の
で
す
。

　

当
町
で
は
、
職
員
の
給
与
体
系
・
各
種
手
当
の
見
直

し
を
行
っ
て
は
い
る
が
、
95
・
０
と
類
似
団
体
・
県
内

平
均
よ
り
も
上
回
っ
て
い
る
。
今
後
も
給
与
構
造
の
見

直
し
、
職
務
・
職
責
に
応
じ
た
構
造
へ
の
転
換
を
図
り
、

人
事
評
価
制
度
の
活
用
に
努
め
ま
す
。

■
定
員
管
理
の
適
正
度
…
…

　

福
祉
施
策
の
充
実
に
よ
り
、
保
育
所
な
ど
の
職
員
数

が
多
く
８
・
６
２
人
と
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
が
、

類
似
団
体
平
均
は
下
回
っ
て
い
ま
す
。
当
町
の
計
画
で

平
成
19
年
度
決
算
に
見
る　

玉
城
町
の
財
政
状
況

　

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
平
成
19
年
度
決
算
を
も
と
に
、
分
析
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
ち
の
財
政
状
況
を
分
析
す
る
場
合
、
他
の
市
町
村
と
比
較
す
る
こ
と
が
有
効
で
、
類
似
団
体
と
い
う
規
模
や
性
質
な
ど
が

　

似
通
っ
て
い
る
市
町
村
を
一
定
の
類
型
に
し
た
分
類
方
法
を
使
い
ご
紹
介
し
ま
す
。

は
５
年
間
で
８
・
３
％
を
削
減
す
る
目
標
で
す
が
、
事

務
の
簡
素
化
・
民
間
力
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、住
民
サ
ー

ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

　

今
、
国
や
地
方
自
治
体
は
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た
貴
重
な
税
金
な
ど
を

有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
共
に

考
え
事
業
展
開
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課

　

電
話　
（
５
８
）
８
２
０
０
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
他
の
市
町
村
の
デ
ー
タ
は
、
総
務
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
《
政
策
・
政
策
評
価
》《
地
方
財
政
》
の
財

政
分
析
表
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

三重県 玉城町

人　　口
面　　積
歳入総額
歳出総額
実質収入

15,205
40,94

4,652,902
4,515,740
96,935

人（H20.3.31 現在）
k㎡
千円
千円
千円

財政構造の弾力性 

経常収支比率 [76.8%]

類似団体内順位 

[ 7/52 ]

全国市町村平均 

92.0
三重県市町村平均 

88.9

(%)
50.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

99.3

61.4

84.8

76.8

公債費負担の健全度 

実質公債費比率 [11.2%]

類似団体内順位 
[ 12/52 ] 

全国市町村平均 

12.3
三重県市町村平均 

12.9

(%) 

25.0 

15.0 

20.0 

10.0 

5.0 

0.0 

21.8

3.0

14.0

11.2

給与水準の適正度（国との比較） 

ラスパイレス指数 [95.0]

類似団体内順位 

[ 35/52 ]

全国市平均 

97.9
全国町村平均 

93.2

105.0

110.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

104.1

85.7

94.0

95.0

定員管理の適正度 

人口1,000人当たり職員数 [8.62人]

類似団体内順位 
[ 12/52 ] 

全国市町村平均 

7.82
三重県市町村平均 

8.62

(人)

25.00 

30.00 

20.00 

15.00 

10.00 

5.00 

0.00 

24.36

7.05 

10.11
8.62

財政力 

財政構造の 
弾力性 

公債費負担 
の健全度 

定員管理の適正度 給与水準の適正度 
（国との比較） 

人件費・ 
物件費等の 
適正度 

将来負担の 
健全度 

類似団体平均 

玉城町 
※類似団体平均を100とした 
 ときの比率で表した。 

40以下 

60

80

100

120

140以上 

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した
結果、当該団体と同じグループに属する団体を言う。 

総
務
課
（
５
８
）８
２
０
０
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蚊
野
駐
在
所
に
３
月
31
日
付
け
で
、
伊
勢
警
察
署

刑
事
課
（
１
年
間
在
籍
）
か
ら
浅
川　

剛
巡
査
長
が

赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

浅
川
巡
査
長
は
「
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
駐
在
員
を

目
指
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　

　

こ
の
登
録
制
度
は
、
建
設
業
の
許
可
を
受
け
て
い

な
い
等
の
理
由
に
よ
り
、
入
札
参
加
資
格
審
査
を
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
を
対
象
に
、
玉
城
町
が

発
注
す
る
小
規
模
な
工
事
や
修
繕
等
の
契
約
を
希
望

す
る
方
の
登
録
を
受
け
、
小
規
模
事
業
者
の
受
注
機

会
の
拡
大
を
図
る
も
の
で
す
。
登
録
を
希
望
す
る
方

は
、
申
請
書
に
添
付
書
類
を
添
え
て
町
総
務
課
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
総
務
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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●
昇
格

外
城
田
保
育
所
長

　

守
野
敦
子(

外
城
田
保
育
所
・
総
括
主
任)

下
外
城
田
保
育
所
長　

　

北
岡
妙
子(

田
丸
保
育
所
・
総
括
主
任)

総
務
課
・
主
査〔
総
務
係
長
〕

　

内
山
治
久（
総
務
課
・
主
事
）

総
務
課
・
主
査〔
政
策
係
長
〕

　

中
川
泰
成（
総
務
課
・
主
事
）

総
務
課
付
三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構
出
向
・
主
査

〔
収
税
係
長
〕　

　

里
中
和
樹(

税
務
住
民
課
・
主
事)

税
務
住
民
課
・
主
査〔
税
務
第
１
係
長
〕

　

松
井
宏
文(

上
下
水
道
課
・
主
事)

税
務
住
民
課
・
主
査〔
税
務
第
２
係
長
〕

　

山
本
陽
二(

税
務
住
民
課
・
主
事)

農
林
商
工
課
・
主
査〔
農
林
係
長
〕

　

竹
郷
哲
也（
農
林
商
工
課
・
主
事
）

上
下
水
道
課
・
主
査〔
工
務
第
２
係
長
〕

　

上
村
和
弘（
教
育
委
員
会
事
務
局
・
主
事
）

●
新
規
採
用

総
務
課　
　
　
　
　
　
　

岡
山
宗
史

生
活
福
祉
課　
　
　
　
　

池
田
紋
奈

教
育
委
員
会
事
務
局　
　

西　

千
晴

外
城
田
保
育
所　
　
　
　

見
並
里
香

田
丸
保
育
所　
　
　
　
　

幸
得
は
な

田
丸
保
育
所　
　
　
　
　

河
嵜
志
保

有
田
保
育
所　
　
　
　
　

松
本
好
実

下
外
城
田
保
育
所　
　
　

茂
谷　

恵

病
院
老
健
医
師　
　
　
　

矢
田　

浩

病
院
老
健
薬
剤
師　
　
　

伊
藤
美
南
子

病
院
老
健
管
理
栄
養
士　

坂
本
恵
梨

病
院
老
健
検
査
技
師　
　

松
田
真
由
美

病
院
老
健
看
護
師　
　
　

中
西
和
枝

病
院
老
健
介
護
員　
　
　

井
倉
由
衣

病
院
老
健
介
護
員　
　
　

中
村
沙
知

●
退
職（
３
月
31
日
付
）

　

山
口
加
代
子(

下
外
城
田
保
育
所
長)

　

山
本
繁
子(

外
城
田
保
育
所
長)

　

中
西
秀
貴(

教
育
委
員
会
事
務
局
・
主
事)

　

岩
﨑
貢(

建
設
産
業
課
・
主
任)

　

中
西
あ
き
ゑ(

下
外
城
田
保
育
所
・
調
理
員)

　

中
川
時
代(

外
城
田
保
育
所
・
調
理
員)

　

竹
郷
喜
代
子(

下
外
城
田
小
学
校
・
調
理
員)

　

岩
﨑
由
利
子(
病
院
老
健
・
介
護
員)

●
異
動

【
課
長
補
佐
級
】

上
下
水
道
課
・
課
長
補
佐（
工
務
）

　

東　

博
明(

教
育
委
員
会
事
務
局
・
事
務
局
長
補
佐

（
学
校
教
育
）

教
育
委
員
会
事
務
局
・
事
務
局
長
補
佐

　

中
西　

元（
上
下
水
道
課
・
課
長
補
佐（
工
務
）

【
係
長
級
】

生
活
福
祉
課
・
介
護
保
険
係
長

　

山
下
泰
徳（
生
活
福
祉
課
・
福
祉
係
長
）

上
下
水
道
課
・
工
務
第
１
係
長

　

平
生
公
一（
上
下
水
道
課
・
工
務
係
長
）

【
主　

事
】

生
活
福
祉
課〔
子
育
て
総
合
支
援
室
〕

　

奥
藤
敬
生（
生
活
福
祉
課
）

教
育
委
員
会
事
務
局　

松
田
臣
二(

総
務
課)

【
保
育
主
査
】

外
城
田
保
育
所
・
保
育
主
査

　

谷
口
瑞
穂(

下
外
城
田
保
育
所
・
保
育
主
査)

有
田
保
育
所
・
保
育
主
査

　

小
林
し
の
ぶ（
外
城
田
保
育
所
・
保
育
主
査
）

下
外
城
田
保
育
所
・
保
育
主
査

　

川
井
清
美（
有
田
保
育
所
・
保
育
主
査
）

【
保
育
士
】

田
丸
保
育
所　
　
　

坂
谷
久
美（
外
城
田
保
育
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　

中
野
志
乃（
外
城
田
保
育
所
）

                  　
　

冨
澤
麻
希（
外
城
田
保
育
所
）　

外
城
田
保
育
所　
　

上
村
亜
由
子（
下
外
城
田
保
育
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　

村
林
千
絵（
田
丸
保
育
所)

　
　
　
　
　
　
　
　

高
木
亜
由
美（
田
丸
保
育
所
）

下
外
城
田
保
育
所　

山
本
香
里（
田
丸
保
育
所
）

【
調
理
員
】

外
城
田
小
学
校　
　

中
陽
す
み
子（
下
外
城
田
小
学
校
）

有
田
小
学
校　
　
　

東
谷
ま
す
み（
外
城
田
小
学
校
）

下
外
城
田
小
学
校　

平　

清
美（
田
丸
小
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　

北
岡
明
子（
田
丸
小
学
校
）

田
丸
保
育
所　
　
　

高
薮
え
り
子（
有
田
小
学
校
）

外
城
田
保
育
所　
　

谷
口
真
知
子（
田
丸
小
学
校
）

下
外
城
田
保
育
所　

池
之
山
典
子（
田
丸
保
育
所
）

　

平
成
21
年
度
新
規
採
用
の
み
な
さ
ん
に

意
気
込
み
を
聞
き
ま
し
た
。

新規採用のみなさん

蚊
野
駐
在
所
に
浅
川
さ
ん
赴
任
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４
月
に
常
勤
医
師
と
し
て
玉
城
病
院
に
赴
任
い
た
し

ま
し
た
。

　

私
は
四
日
市
の
出
身
で
、
三
重
大
学
医
学
部
を
卒
業

後
、
整
形
外
科
医
師
と
し
て
21
年
目
を
迎
え
ま
す
。
６

年
前
か
ら
伊
勢
に
住
み
、
市
立
伊
勢
総
合
病
院
で
４
年

間
、
山
田
赤
十
字
病
院
で
２
年
間
勤
務
し
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
伊
勢
、
度
会
地
区
の
医
療
に
つ
い
て
多
少
は

理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

　

昨
年
度
ま
で
玉
城
病
院
で
は
、
整
形
外
科
診
療
は
関

口
先
生
ほ
か
非
常
勤
医
師
に
よ
る
１
週
間
に
３
回
の
外

来
診
察
の
み
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
関
口
先
生
の
ご
協

力
の
下
で
、
毎
日
外
来
診
療
を
担
う
こ
と
に
加
え
て
、

入
院
治
療
を
要
す
る
整
形
外
科
疾
患
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
今
ま
で
は
、
大
き
な
病
院
で
数
多
く
の
ス

タ
ッ
フ
と
と
も
に
外
傷
、
骨
関
節
疾
患
に
対
し
て
手
術

治
療
を
中
心
に
診
療
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
人
常
勤

の
整
形
外
科
医
で
は
そ
の
仕
事
内
容
が
大
き
く
な
る
こ

と
と
な
る
で
し
ょ
う
。
何
が
ど
の
程
度
で
き
る
か
を
見

極
め
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
が
私
の
今
後

の
課
題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
地
域
の
身
近
な
整
形
外
科
医
と
し
て
住
民
の

方
々
に
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
存
在
を
目
指
し
、
本
泉

院
長
、
小
林
先
生
と
と
も
に
玉
城
病
院
医
師
と
し
て
地

域
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
診
療
内
容
は
裏
面
（
ま
ち
か
ど
掲
示
板
）
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

玉
城
病
院　

整
形
外
科

　
　

矢　

田　
　

浩

浅 川 駐 在 員

小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者

登
録
に
つ
い
て

総
務
課（
５
８
）８
２
０
０

写
真
前
列
右
か
ら　
（　

）は
所
属

西
千
晴
（
教
育
委
員
会
）：
笑
顔
で
あ
ふ
れ
る
元
気

な
玉
城
町
を
目
指
し
ま
す

見
並
里
香
（
外
城
田
保
育
所
）：
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
く
過
ご
せ
る
よ
う
な
保
育
士
を
目
指
し
ま
す

松
本
好
美
（
有
田
保
育
所
）：
毎
日
笑
顔
で
頑
張
り

ま
す

茂
谷
恵
（
下
外
城
田
保
育
所
）：
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す

写
真
後
列
右
か
ら

河
嵜
志
保
（
田
丸
保
育
所
）：
子
ど
も
た
ち
の
目
線

に
立
っ
て
保
育
を
し
て
い
き
た
い
で
す

岡
山
宗
史
（
総
務
課
）：
早
く
仕
事
を
覚
え
る
よ
う

努
力
い
た
し
ま

す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し

ま
す

池
田
紋
奈
（
生

活
福
祉
課
）：
町

職
員
と
し
て
頑

張
り
ま
す

幸
得
は
な
（
田

丸
保
育
所
）：
明

る
く
、
笑
顔
で

元
気
に
頑
張
り

ま
す



　

ト
、
外
国
人
登
録
証
明
書
な
ど
）
の
写
し

※
振
込
先
口
座
の
金
融
機
関
名
、
口
座
番
号
、
口
座

　

名
義
人
が
分
か
る
通
帳
等
の
写
し

●
給
付
方
法

　

定
額
給
付
金
の
受
け
取
り
は
原
則
と
し
て
口
座
振

込
と
な
り
ま
す
。

（
口
座
振
込
に
よ
る
受
け
取
り
が
困
難
で
あ
る
場
合

は
、
申
請
書
と
本
人
確
認
書
類
を
役
場
税
務
住
民
課

窓
口
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

●
申
請
期
限

　

10
月
19
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ
窓
口　

　

窓
口
受
付　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
７
時

■
人
権
擁
護
委
員
の
日

６
月
１
日
（
月
）「
特
設
人
権
相
談
」
を
開
設
し
ま

す
　

相
続
、
親
子
、
離
婚
、
い
じ
め
、
体
罰
、
近
所
付

き
合
い
な
ど
相
談
所
へ
ご
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

【
特
設
人
権
相
談
】

▼
日
に
ち　

６
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼ 

場　

所　

保
健
福
祉
会
館　

和
室

お
知
ら
せ
広
場

Information  5may

生
活
福
祉
た
よ
り

生
活
福
祉
課
（
５
８
）
８
２
０
３

▼
期
間　

平
成
21
年
６
月
28
日
（
日
）
〜
７
月

　
　
　
　

４
日
（
土
）
ま
で
の
７
日
間

▼
時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

　
　
　
　
（
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
は
午

　
　
　
　

前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

▼
連
絡
先　

津
地
方
法
務
局
三
重
県
人
権
擁
護

　
　
　
　

委
員
連
合
会

　
　
　
　

０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

　
　
　
　
（
全
国
共
通
・
無
料
）

　
「
い
じ
め
」
な
ど
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る

電
話
相
談
で
す
。
悩
み
や
疑
問
が
あ
っ
た
ら
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
津
地
方
法
務
局
職
員
ま
た

は
人
権
擁
護
委
員
（
子
ど
も
人
権
専
門
委
員
）

が
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
り

ま
す
。

「
子
ど
も
の
人
権
一
一
〇
番
」

　
　
　
　

強
化
週
間
に
つ
い
て

■
平
成
21
年
度
「
看
護
の
日
・
国
際
助
産
師

の
日
」

▼
日
に
ち　

5
月
10
日
（
日
）

▼
時　

間　

正
午
〜
午
後
4
時

▼
場　

所　

三
重
県
文
化
会
館
２
F
第
1
・
第
2　

　
　
　
　
　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
内　

容　

１
、
看
護
の
仕
事
紹
介
と
体
験
・
就
職
相
談

　
（
対
象
：
看
護
職
・
看
護
学
生
・
看
護
へ
の
道
を

　

目
指
す
人
達
と
家
族
・
教
諭
）

２
、
看
護
系
学
校
へ
の
進
路
相
談
ゾ
ー
ン

　
（
対
象
：
中
高
校
生
・
教
諭
・
保
護
者
・
看
護
へ

　

の
道
を
目
指
す
人
達
）

３
、
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス

４
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

５
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ

　
（
対
象
：
県
民
・
中
高
校
生
・
教
諭
・
保
護
者
・

　

看
護
へ
の
道
を
目
指
す
人
達
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
（
社
）
三
重
県
看
護
協
会　

三
重
県
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー　
　

電
話　

０
５
９
（
２
２
２
）
０
４
６
６

■
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
ブ
レ
ス
」

巡
回
相
談

▼
日
に
ち　

５
月
13
日
（
水
）・
27
日
（
水
）

▼
時　

間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
場　

所　

町
役
場

　

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
汚
水
を

処
理
す
る
施
設
で
す
。
私
達
の
身
近
な
環
境
を
守
る

た
め
、
浄
化
槽
法
で
①
保
守
点
検
②
清
掃
③
法
定
検

査
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
③
法
定
検
査
は
県
知
事
の
指
定
を
受

け
た(

社)

三
重
県
水
質
保
全
協
会
が
実
施
し
ま
す
。

玉
城
町
は
、
５
月
か
ら
７
月
中
旬
の
予
定
で
法
定
検

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

法
定
検
査
は
つ
ぎ
の
こ
と
を
検
査
し
ま
す
。

＊
保
守
点
検
、
清
掃
が
適
正
に
実
施
さ
れ
て
浄
化
槽

　

が
正
常
に
稼
動
し
て
い
る
か
。

＊
良
好
な
水
質
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。（
放
流
水

　

を
採
取
し
持
ち
帰
り
水
質
分
析
を
し
ま
す
。）

　

法
定
検
査
案
内
対
象
者
に
は
後
日「
受
検
案
内
書
」

を
送
付
し
ま
す
。

　

検
査
手
数
料
は
３
８
０
０
円
で
す
。（
20
人
槽
ま
で
）

　

浄
化
槽
を
廃
止
さ
れ
る
場
合
は
、
県
環
境
事
務
所

へ
「
浄
化
槽
廃
止
届
」
も
提
出
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
生
活
福
祉
課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）

８
２
０
３
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

心
身
障
害
者
小
規
模
授
産
施
設
共
同
作
業
所

末
芳
園
は
、
平
成
21
年
4
月
1
日
よ
り
特
定
非

営
利
活
動
法
人
た
ま
き
末
芳
園
が
運
営
す
る

指
定
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所　

就
労

継
続
支
援　

Ｂ
型　

末
芳
園
と
な
り
ま
す
。

ご
利
用
対
象
者
は
知
的
障
害
、
身
体
障
害
、
精

神
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
す
。

長
い
間
、
共
同
作
業
所　

末
芳
園
を
応
援
し
て

く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

生
産
者
の
み
な
さ
ま
へ
お
願
い

農
林
商
工
課
（
５
８
）
８
２
０
４

　

毎
年
、
6
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
町
内
で
水
稲
へ

の
病
害
虫
防
除
の
た
め
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
農
薬
の
散
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
作
業
は
、

午
前
5
時
頃
か
ら
正
午
頃
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
保
育
所
・
小
、
中
学
校
生
徒
の
通
学
時
間
帯
は

各
機
関
と
協
議
の
上
、
散
布
を
中
止
し
て
い
ま
す
。 

　

つ
き
ま
し
て
は
、
生
産
者
各
個
人
に
よ
る
農
薬
の

散
布
に
つ
い
て
も
、
児
童
、
生
徒
の
登
下
校
時
間
帯

で
の
実
施
は
控
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
税
納
期
の
お
知
ら
せ

●
固
定
資
産
税（
第
１
期
）　

６
月
１
日（
月
）

※
ご
希
望
の
方
は
、
生
活
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
様
へ
の
検
査
案
内

18

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
会
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

ト
ピ
ッ
ク
ス

特　
　

集

城あとに夢を築くまち たまき　2009.5
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税
務
住
民
だ
よ
り税

務
住
民
課（
５
８
）８
２
０
１

■
定
額
給
付
金
の
お
知
ら
せ

●
目
的

　

景
気
後
退
下
で
の
住
民
の
不
安
に
対
処
す
る
た

め
、
住
民
へ
の
生
活
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
あ
わ

せ
て
住
民
に
広
く
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

経
済
対
策
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

す
。

●
給
付
対
象
者

　

基
準
日
（
平
成
21
年
２
月
１
日
）
に
お
い
て
①
又

は
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方

②
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
（
不
法

　

滞
在
者
及
び
短
期
滞
在
者
を
除
く
。）

●
給
付
額

　

給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
２
千
円

　

た
だ
し
65
歳
以
上
の
方
及
び
18
歳
以
下
の
方
に
つ

い
て
は
２
万
円

●
申
請
・
受
給
者

　

申
請
・
受
給
者
は
、
原
則
と
し
て
基
準
日
現
在
で

の
世
帯
主
と
な
り
ま
す
。

（
外
国
人
の
方
は
そ
れ
ぞ
れ
の
給
付
対
象
者
）

●
申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
（
返
信
用

封
筒
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　

必
要
に
応
じ
て
、
次
の
書
類
を
「
添
付
書
類
貼
り

付
け
用
紙
」
に
貼
り
付
け
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
的
身
分
証
明
書
等
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー



お
知
ら
せ
広
場

日　程 内　　　　　容　

１ ５月31日
（日）

講話「介護上手になろう」
講師　元伊勢保健衛生専門学校教員
　　　大西道子さん

２ ６月14日
（日）

講話「在宅介護の医療知識と終末期の看取り」
講師　在宅療養支援診療所神戸クリニック医師
　　　野口吉文さん　

３ ６月28日
（日）

講話「移動の動作～相手の力を引き出そう～」
講師　玉城病院理学療法士　芦田勝文

４ ７月12日
（日）

講話　「食事と飲み込みを学ぼう」
講師　生活福祉課　管理栄養士　犬丸眞弓
　　　元伊勢保健衛生専門学校教員
　　　大西道子さん
＊みんなで健康弁当を食べよう（実費徴収）

平
成
21
年
度
ら
く
ら
く

介
護
教
室
を
開
催
し
ま
す
！

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
５
８
）
７
３
７
３

 

玉
城
町
体
育
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

教
育
委
員
会
（
５
８
）
８
２
１
２

体
育
指
導
委
員
と
は
？

　

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
、
教
育
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
事
業
の
企
画
や
運
営
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

な
ど
に
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
体
育
指
導
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

　

活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
人
数　

若
干
名

▼
委
嘱
の
期
間　

　

平
成
23
年
4
月
ま
で
（
2
年
間
）

▼
応
募
用
件

・
20
歳
以
上
で
町
内
に
在
住
・
在
勤
の
方

・
ス
ポ
ー
ツ
経
験
や
ス
ポ
ー
ツ
指
導
の
経
験
が
あ
り
、

　

体
育
指
導
委
員
の
活
動
に
興
味
の
あ
る
方

▼
応
募
方
法

・
応
募
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
教
育

　

委
員
会
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間　

　

平
成
21
年
5
月
15
日
（
金
）
ま
で

　

も
し
自
分
が
介
護
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
？
と

考
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

介
護
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
い
い
の
か
、
自

分
に
で
き
る
か
な
と
い
う
不
安
を
少
し
で
も
解
消
で

き
る
よ
う
に
介
護
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
に
ち　

下
表
の
と
お
り

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館　

集
団
検
診
室　
　

▼
対　

象　

介
護
に
関
心
の
あ
る
方
（
定
員
30
人
）

▼
時　

間　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

﹇
こ
れ
ま
で
の
介
護
教
室
の
参
加
者
の
声
﹈

•

ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
を
学
ん
で
、
車
イ
ス
の
移
動

の
介
助
の
自
信
が
も
て
ま
し
た
。

•
介
護
用
品
な
ど
初
め
て
見
る
も
の
も
あ
り
、
便
利

な
も
の
は
使
っ
た
方
が
い
い
と
思
っ
た
。

•

口
の
中
の
こ
と
は
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、

話
を
聞
い
て
納
得
で
き
た
。

＊
４
回
連
続
講
座
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
都
合
の
よ

い
時
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

＊
ご
希
望
の
方
は
、
５
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
お
申

込
み
下
さ
い
。

子　育　て

保　健（母子）

保　健（成人）

日にち 事業名 時　間 場　所 内　　　容 対　　象 申込 備　　考

日にち 事業名 時　間 場　所 内　　　容 対　　象 申込 備　　考

日にち 事業名 時　間 場　所 内　　　容 対　　象 申込 備　　考

5月12日（火）  
6月2日（火） 1歳のひろば 10：30～11：30 保健福祉会館

５月：新聞紙であそぼう  
６月：からだをつかってあ
そぼう

H19.4.2～
H20.4.1生ま
れのお子さん

―

5月19日（火）
2歳児のお
子さん集ま
れー！

10：30～11：30 田丸城跡 城山へおさんぽ　　　　　  
雨天：わらべうたあそび

H18.4.2～
H19.4.1生ま
れのお子さん

―
１０：３０に役場
駐車場に集合。 
雨天は保健福祉会
館になります。

6月4日（木） 赤ちゃんサロン 10：30～11：30 保健福祉会館 ベビーマッサージとおしゃ
べり会 0歳のお子さん 要

ベビーマッサージ
講師：幸（ゆき）母
乳育児相談室　助
産師　中村幸美さ
ん

毎週月曜日 
　～金曜日

子育て支援
タイム「にこ
にこ」

10：00～15：00
保健福祉会館 
（幼児児童福
祉室）

こどもたちが、自由に遊
びながら、親子、親同士
が楽しくふれあう場です。 
また子育ての不安や悩みの
相談にも応じます。

子育て中の親
子（おじいちゃ
ん・おばあちゃ
んも大歓迎）

― 祝日は休み

5月7日（木） 幼児食教室 10：20～11：30 保健福祉会館 幼児食についての講話と試
食、絵本の読み聞かせ

1歳6カ月～2
歳6カ月までの
未就園のお子
さん

要 母子手帳をお持ち
ください。

5月13日（水）1歳6ヵ月児健康診査
12：50～13：20 
（受付時間） 保健福祉会館 小児科健診・歯科健診・身

体計測・検尿・問診など

平成19年9月1
日～10月31日
生 
まれのお子さ
ん 
前回未受診の
お子さん

― 該当児には個人通
知します。

5月14日（木）７カ月児相談
13：00～13：15 
(受付時間） 保健福祉会館

はな♪はな♪おはなし会さ
んの絵本の読み聞かせ・身
体計測・問診・離乳食の相談・
育児相談

平成20年9月
16日～10月
15日生まれの
お子さん 
前回未受診の
お子さん

― 該当児には個人通
知します。

5月14日(木) 
　　28日(木）乳幼児相談

14日　 
10：00～11：30 

28日 
10：00～11：30 
13：00～14：30

保健福祉会館
身体計測・離乳食や子育て
全般に関する相談・助産師
のおっぱい相談（28日午前
のみ）

生後2カ月～未
就園のお子さ
ん

―

おっぱい相談のみ
要予約。 
 
母子手帳をお持ち
ください。

6月3日（水）
離乳食教室 
（中期～完了
期）

10：20～11：30 保健福祉会館 離乳食についての講話と試
食・絵本の読み聞かせ

生後8ヵ月～1
歳6ヵ月のお子
さんとその保
護者

要 母子手帳をお持ち
ください。

5月11日(月）  
6月1日（月） 健康相談 9：30～11：30 保健福祉会館 血圧測定、検尿、健康に関

する相談 40歳以上の方 ―

5月18～21
日 

（月～木）
結核・肺がん
検診 特集参照 町内巡回 胸部レントゲン撮影

肺がん検診：40
歳以上の方  
結核検診：65歳
以上の方

―

【料金】 
400円（喀痰検査：
５００円） 
健康手帳をお持ち
ください。

6月3日（水） 胃がん検診 8：30～（25人） 
9：30～（20人）

保健福祉会館 
※集団検診室

エックス線撮影  
( バリウムを飲みます） 40歳以上の方 要

【料金】 
900円 
申込受付：5月7日
（木）～ 
健康手帳をお持ち
ください。

6月3日（水） 乳がん検診 13：00～（25人） 14：30～（25人）
保健福祉会館 
※集団検診室 超音波検診 30歳以上の女性

20歳以上の女性

要

【料金】 
700円 
申込受付：5月7日
（木）～ 
健康手帳をお持ち
ください。 
※託児が必要は方
は、申込時にお知
らせください。 

6月3日（水） 子宮がん検診 13：00～（35人） 14：00～（35人）
保健福祉会館 
※集団検診室 子宮頸部の細胞診 要

【料金】 
800円 
申込受付：5月7日
（木）～ 
健康手帳をお持ち
ください。 
※託児が必要は方
は、申込時にお知
らせください。
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◆
行
政
・
心
配
ご
と
相
談
（
５
月
分
）

日　

時　

10
日
（
日
）・
20
日
（
水
）・
30
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

場　

所　

町
保
健
福
祉
会
館

相
談
員　

民
生
児
童
委
員
・
行
政
相
談
員
・
人
権
擁

　
　
　
　

護
委
員

　

お
問
合
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
】

◆
す
い
す
い
キ
ッ
ズ　

カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

日　

時　

５
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

内　

容　

ア
ラ
ー
ド
先
生
と
英
語
で
遊
ぼ
う
！

場　

所　

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

◆
５
月
の
は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

日　

時　

５
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
象
者　

０
〜
３
歳
児
（
未
就
園
児
）

場　

所　

町
保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

◆
５
月
の
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

日
に
ち　

５
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
４
時
〜
４
時
30
分

場　

所　

さ
く
ら
児
童
館

日
に
ち　

５
月
13
日
・
27
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
３
時
45
分
〜
４
時
15
分

場　

所　

梅
が
お
か
児
童
館

お
知
ら
せ
広
場

　
「
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
」

　
「
し
つ
け
っ
て
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
」
な
ど
、

子
育
て
に
戸
惑
い
を
感
じ
た
り
、
困
っ
た
り
し
て
い

ま
せ
ん
か
？

の
び
の
び
教
室
は
、
具
体
的
な
声
か
け
の
仕
方
や
、

子
ど
も
へ
の
対
応
、
受
け
止
め
方
を
親
子
で
遊
び
な

が
ら
講
師
に
学
ぶ
講
座
で
す
。

▼
日
に
ち　

５
／
25
、
６
／
22
、
７
／
27
、
８
／
24
、

９
／
28
、
10
／
26
、
11
／
16
の
月
曜
日

▼
時　

間　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
対　

象　

1
歳
〜
未
就
園
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

　
　
　
　
　

護
者

▼
定　

員　

20
組

▼
参
加
費　

３
０
０
円
／
回

＊
ご
希
望
の
方
は
、
保
健
福
祉
会
館
へ
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

＊
す
べ
て
の
日
程
の
参
加
が
前
提
で
す
。

■
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
い

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
子
ど
も
を
見
守
っ
て

く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
資

格
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
と
接
す
る
こ
と

が
好
き
な
方
な
ら
大
歓
迎
で
す
。
お
気
軽
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
会
館

（
子
育
て
総
合
支
援
室
）   

電
話
（
５
８
）
８
０
０
０

さ
く
ら
児
童
館　
　
　
　

電
話
（
５
８
）
８
５
２
７

梅
が
お
か
児
童
館　
　
　

電
話
（
５
８
）
８
３
４
５

い
な
ほ
の
郷
児
童
ク
ラ
ブ
室　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
５
８
）
３
９
５
６

社
協
だ
よ
り

社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
５
８
）６
９
１
５

親
子
で
学
ぼ
う　

の
び
の
び
教
室

子
育
て
総
合
支
援
室
（
５
８
）
８
０
０
０
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に
こ
に
こ
チ
ャ
ン
ネ
ル

12

子
育
て
情
報
お
届
け
し
ま
す

　

こ
い
の
ぼ
り
が
青
い
空
を
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に

泳
い
で
い
ま
す
。
新
年
度
が
始
ま
っ
て
一
ヶ
月
。

そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
に
も
少
し
慣
れ
て
き
た
頃
で

し
ょ
う
か
。
５
月
に
は「
母
の
日
」が
あ
り
ま
す
ね
。

今
年
は
ど
ん
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
し
よ
う
か
な
と
考

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
毎
日

子
ど
も
た
ち
の
世
話
や
家
事
、
仕
事
な
ど
で
息
つ

く
暇
も
な
い
お
母
さ
ん
方
、
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。

　

で
も
そ
の
姿
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
中
に
必

ず
刻
ま
れ
て
い
き
ま
す
か
ら
ね
。
忙
し
く
て
も
ぼ

く
の
た
め
、
私
の
た
め
に
「
ご
飯
を
作
っ
て
く
れ
た
」

「
抱
っ
こ
し
て
く
れ
た
」「
遊
ん
で
く
れ
た
」「
本
を
読

ん
で
く
れ
た
」・
・
・
。
毎
日
の
小
さ
な
喜
び
、
安
心

が
積
み
重
な
っ
て
家
族
が
作
ら
れ
て
い
く
の
で
す
。

　

ま
た
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
は
子
ど
も
を
授
か

り
親
に
な
っ
た
と
き
の
感
動
を
覚
え
て
い
ま
す
か
？

見
返
り
を
期
待
す
る
愛
で
は
な
く
、
た
だ
あ
な
た
が

い
る
だ
け
で
愛
お
し
い
と
い
う
無
償
の
愛
を
感
じ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
育
て
に
迷
っ
た
と
き
、

困
っ
た
と
き
、
こ
の
原
点
を
思
い
出
し
て
み
る
と
心

が
ス
ッ
と
正
さ
れ
た
り
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
自
分
が
親
に
な
っ
て
改
め
て
、
親
の
愛

情
の
深
さ
や
あ
り
が
た
さ
に
気
づ
く
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。「
母
の
日
」
を
機
会
に
受
け
継
が
れ

て
い
く
命
、
つ
な
が
っ
て
い
く
命
の
尊
さ
に
思
い

を
は
せ
る
の
も
よ
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

高
価
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
悪
く
は
な
い
け
れ
ど
、

心
を
こ
め
て
「
お
母
さ
ん
、
私
（
ぼ
く
）
を
産
ん

で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
。
母
の
日
が
感
謝
の
心
を
つ
な
ぐ
日
に

な
れ
ば
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

 

子
育
て
総
合
支
援
室  

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
５
８
）７
３
７
３

月　　日 時　　　　間 場　　　所

５月１８日
（月）

午前　９時３０～９時５０分 サークルＫ（玉城野篠店）前
　  １０時１０～１０時４０分 蚊 野 公 民 館
　　１０時５０～１１時４０分 原 公 民 館
　　１１時５０～１２時１０分 積 良 倉 庫 前
午後　１時３０～１時５０分 下田辺東山端ＪＲ踏切北側
　　　２時００～２時２０分 田 辺 茶 屋 公 民 館
　　　２時３０～２時５０分 朝 久 田 公 民 館

５月１９日
（火）

午前　９時３０～９時５０分 山 神（ 山 田 寺 前 ）
　  １０時００～１０時３０分 矢 野 公 民 館
　　１０時４０～１１時００分 玉 城 苑 公 民 館
　　１１時１０～１１時３０分 田 宮 寺 公 民 館
　　１１時４０～１２時１０分 勝 田 新 倉 庫 前
午後　１時３０～１時５０分 岡 出 農 村 公 園 前
　　　２時００～２時４０分 伊 勢 農 協 玉 城 支 店
　　　２時５０～３時１０分 中　 央　 公　 民　 館
　　　３時２０～３時４０分 妙 法 寺（ 貴 舟 様 駐 車 場 ）
　５時００～６時３０分 保 健 福 祉 会 館

５月２０日
（水）

午前　９時３０～９時５０分 井 倉 寺 前
    １０時００～１０時２０分 長 更 公 民 館
　　１０時３０～１０時５０分 久　 保（ 千 引 神 社 前 ）
　　１１時００～１１時２０分 中 楽 公 民 館
　　１１時３０～１２時００分 田 丸 駅 前
午後　１時００～１時４０分 役 場 前
　  　１時５０～２時１０分 上 玉 川 倉 庫 前
　　　２時２０～２時４０分 日 向 公 民 館
　　　２時５０～３時２０分 世 古（ 飯 島 久 男 様 前 ）

５月２２日
（木）

午前　９時３０～９時５０分 岩 出 寺 前
　　１０時００～１０時３０分 中 角 公 民 館
　  １０時４０～１１時００分 宮 古 公 民 館
１１時１０～１１時３０分 冨 岡 公 民 館

午後　１時００～１時３０分 山 岡 ご み 集 積 場
　　　１時４０～２時００分 曽 根 集 荷 場
　　　２時１０～２時４０分 伊 勢 農 協 下 外 城 田 店
　　　２時５０～３時２０分 新 田 町 公 民 館
　５時００～６時３０分 保 健 福 祉 会 館

結
核
・
肺
が
ん
検
診
日
程
表

平
成
21
年
度　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

（
結
核
・
肺
が
ん
検
診
）の
お
知
ら
せ

保
健
福
祉
会
館
（
５
８
）
８
０
０
０

▼
対
象
者　

　

結
核
検
診
：
検
診
当
日
65
歳
以
上
の
方

　

肺
が
ん
検
診
：
検
診
当
日
40
歳
以
上
の
方

※
職
場
な
ど
で
検
診
の
機
会
の
な
い
方

▼
料　

金　

４
０
０
円

（
喀
痰
検
査
は
、
プ
ラ
ス
５
０
０
円
。
容
器
は
、
検

診
会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
）

▼
持
ち
物　

健
康
手
帳
・
受
診
料

※
喀
痰
検
査
と
は
…
肺
が
ん
の
細
胞
を
さ
が
す
検
査

で
す
。
痰
（
血
痰
）
が
出
る
方
、
喫
煙
し
て
い
る
方

な
ど
に
お
勧
め
し
ま
す
（
３
日
間
朝
一
番
の
痰
を
容

器
に
入
れ
て
、
５
月
21
日
午
後
５
時
ま
で
な
ら
保
健

福
祉
会
館
に
持
参
、
そ
れ
以
降
は
検
査
セ
ン
タ
ー
に

郵
送
）



《
日
本
赤
十
字
社
か
ら
の
お
願
い
》

5
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す
。

　

運
動
月
間
中
は
、
募
金
等
の
お
願
い
を
さ
せ
て
頂

く
事
が
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。（
活
動
資
金
は
主
に

災
害
救
護
活
動
や
国
際
活
動
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。）

　

お
問
合
せ
は
、
日
本
赤
十
字
社
玉
城
分
区

　
　
　
　
　
　
　

（
社
会
福
祉
協
議
会
）
へ

24

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
会
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

特　
　

集

城あとに夢を築くまち たまき　2009.5

ト
ピ
ッ
ク
ス

2324

【
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
】

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
が
永
年

培
っ
た
経
験
や
知
識
を
活
か
し
な
が
ら
、
地
域
社

会
の
中
で
働
く
こ
と
を
通
じ
て
、
追
加
的
収
入
を

得
る
と
と
も
に
、
健
康
を
保
持
し
、
生
き
が
い
を

充
実
し
、
地
域
社
会
の
担
い
手
と
し
て
積
極
的
に

貢
献
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
健
康
で
働
く
意

欲
と
能
力
の
あ
る
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
高
齢
者

で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同

す
る
方
で
あ
れ
ば
誰
で
も
会
員
と
し
て
参
加
で
き

る
、
地
域
に
開
か
れ
た
組
織
で
す
。

■
入
会
す
る
に
は

　

町
内
に
住
ん
で
い
る
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

で
、
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
た
方
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
入
会
す
る
こ
と
は
出
来
ま
す
。

現
在
、
草
取
り
・
宿
日
直
を
希
望
さ
れ
る
方
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
仕
事
を
頼
む
に
は

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
発
注
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
仕

事
を
お
引
き
受
け
い
た
し
ま
す
。
仕
事
内
容
と
し

て
は
、
草
刈
・
草
取
り
・
剪
定
・
ゴ
ミ
処
理
・
掃

除
・
宿
日
直
作
業
等
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
危
険
・

有
害
な
作
業
は
、
お
受
け
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先

　

玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
５
８
）
６
９
１
５

※１　震度６弱…「耐震性の低い木造住宅では、倒壊
　　　するものがある」に相当する揺れ
※２　震度６強…「耐震性の低い木造住宅では、倒壊
　　　するものが多い」に相当する揺れ
●木造住宅耐震診断
１．対象住宅　昭和 56 年 5月31日以前建築の木造
　　　　　　　住宅で階数３階以下。
　　※対象外住宅　丸太組工法、鉄骨造、鉄筋コン
　　　クリート造、プレハブ工法
２．診断費用　無　料

●住宅耐震補強制度
１．工事概要・補助金額　
　木造住宅（昭和 56 年 5月31日以前に建築）を対
象とし、三重県木造住宅耐震診断マニュアルの総合評
点の結果、「耐震評点０．７未満」となった住宅の耐震
評点を上げる工事で次の２通りがあります。
　①耐震評点0.7未満を0.7以上とする簡易耐震補強
　　工事
　②耐震評点0.7未満を1.0 以上とする耐震補強工事
　補助金の内訳
　　１．国庫補助金（上限：耐震補強事業費の23％
　　　の1/2）
　　２．県・町補助金（耐震補強事業費の2/3　上限：
　　　600,000 円）
　　簡易耐震補強工事の場合は、上限：300,000 円

木造住宅耐震診断・木造住宅耐震補強補助制度のご案内

　例）耐震補強事業費が1,200,000 円だった場合
　　　国庫補助金
　　　1,200,000 円×23％×1/2＝138,000 円
　　　県・町補助金　 600,000 円
　　　個人負担金　　 462,000 円　となります。
２．補助対象
　次のいずれかに該当する者が所有又は賃借する木造住宅
　①町が認める防災上耐震化が必要な地区（例：密集し
た住宅地、指定された避難路沿）かつ収入が高額で
ない世帯（収入は、同居者全ての合計）。または、高
齢者単独世帯

　②公営住宅施行令に定める内容を満たす世帯
●住宅耐震補強設計制度
１．耐震診断の評点が１．０未満の木造住宅評点を１．０
　以上とする（現行の耐震基準を満たすようにする）耐震
　補強設計を行なったものです。
　　評点は、耐震診断者が診断したものであり、判定会
　により適切と判断されたものです。
２．補助金の額
　　事業費の2/3以内で、限度額160,000 円です。

　上記内容に対する問い合わせ先
　　　建設産業課　TEL　５８－８２０５

　玉城町は、「東南海・南海地震に係る地震防災対策推進地域」に指定されており、大規模な地震の危
険性が高い地域で、いつ起こってもおかしくないといわれています。また、想定地震の震度が最も大
きいと考えられる「東南海地震」において、玉城町の震度は６弱 (※ 1) から６強 (※ 2) となっています。
　玉城町では災害に強い町づくり対策の一環として木造住宅の「耐震診断」を平成 15年度より継続し
て実施しています。
　また、補強制度・耐震補強設計補助制度も併せて実施しています。
　下記のとおりご案内しますので、お気軽にお問い合わせください。

お
知
ら
せ
広
場

　

5
月
18
日
〜
24
日
ま
で
、
春
の
行
政
相
談
週
間
で

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
左
記
の
と
お
り
「
行
政
相
談

所
」
を
開
き
ま
す
。

　
「
行
政
相
談
員
」
と
は
、
総
務
大
臣
が
委
嘱
し
て

い
る
民
間
有
識
者
で
、
み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相

手
で
す
。
相
談
は
無
料
、
相
談
者
の
秘
密
は
固
く
守

り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
に
ち　

5
月
30
日
（
土
）

▼
時　

間　

午
後
１
時
〜
３
時

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
相
談
担
当
者　

行
政
相
談
委
員　

松
澤
加
重
子
、

橘
る
り

　

こ
の
他
、
次
の
と
こ
ろ
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

松
澤
加
重
子
（
西
世
古
）　 

電
話（
５
８
）６
９
３
４

橘　
　

る
り
（
小
社
曽
根
）
電
話（
５
８
）３
９
９
４

春
の
行
政
相
談
週
間

５
月
18
日
〜
24
日

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
行
政
相
談
」

　
『
幹
部
候
補
生
』　

自
衛
隊
の
幹
部
自
衛
官（
一
般
・

技
術
・
歯
科
・
薬
剤
師
）
を
育
成
す
る
コ
ー
ス

▼
資　
　

格　

22
歳
以
上
26
歳
未
満(

Ｈ
21
・
4
・

1
現
在)

日
本
国
籍
を
有
す
る
方

▼
受　
　

付　

４
月
１
日
〜
５
月
12
日

▼
試  

験  

日　

５
月
16
・
17
日

（
17
日
は
飛
行
要
員
の
み
）

▼
初  

任  

給　

２
１
４
、０
０
０
円
（
ボ
ー
ナ
ス
年

２
回
）

　

一
般
曹
候
補
生
（
①
前
・
②
後
期
）
陸
・
海
・
空

自
衛
官
の
中
心
と
な
る
自
衛
官
を
育
成
す
る
コ
ー
ス

▼
資　
　

格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

　
　
　
　
　
　

日
本
国
籍
を
有
す
る
方

▼
受　
　

付　

①
４
月
１
日
〜
５
月
12
日

　
　
　
　
　
　

②
８
月
１
日
〜
９
月
11
日

▼
試  

験  

日　

①
５
月
23
日

　
　
　
　
　
　

②
９
月
19
日

▼
初  

任  

給　

１
５
９
、０
０
０
円
（
ボ
ー
ナ
ス
年

２
回
）

﹇
そ
の
他
﹈

▼
勤  

務  

地　

県
内
及
び
全
国

(

場
合
に
よ
っ
て
は
海
外
勤
務
も
有)

▼
勤
務
時
間　

詳
細
面
談
時

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
伊
勢
地
域
事
務
所
へ

自
衛
官
募
集　

平
成
22
年
春
採
用

自
衛
隊
伊
勢
地
域
事
務
所（
23
）３
８
８
０

町
立
保
育
所
園
庭
開
放
の
ご
案
内

　

平
成
20
年
12
月
か
ら
、
被
害
者
参
加
制
度
、
被
害

者
参
加
人
の
た
め
の
国
選
弁
護
制
度
及
び
損
害
賠

償
命
令
制
度
と
い
う
新
し
い
制
度
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

被
害
者
の
た
め
の
諸
制
度
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎
裁
判
所
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
保
護
施
策

http://w
w
w
.courts.go.jp/about/hogosi-

saku/

◎
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
犯
罪
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た

方
へ
」

▼
５
月
13
日（
水
）　
（
田
丸
保
育
所
・
有
田
保
育
所
） 

▼
5
月
20
日（
水
）　
（
外
城
田
保
育
所
・
下
外
城
田
保

　

育
所
）

　
　
　
　
　
　

外
城
田　
　
（
５
８
）３
９
２
５

　
　
　
　
　
　

田
丸　
　
　
（
５
８
）３
０
７
７

　
　
　
　
　
　

有
田　
　
　
（
５
８
）４
４
１
１

　
　
　
　
　
　

下
外
城
田　
（
５
８
）４
９
３
２

※
お
問
合
せ
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
所
へ
お
願
い
し

　

ま
す
。

刑
事
手
続
に
お
け
る
被
害
者
の
た

め
の
新
た
な
制
度

津
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

０
５
９
（
２
２
６
）
４
１
７
２

http://w
w
w
.courts.go.jp/about/pam

-
phlet/pdf/hanzai_higai.pdf

※
右
記
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
各
裁
判
所
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
。
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６月４日（木）～１０日（水）は、歯の衛生週間です。
　歯を１本でも多く残し、おいしく食事をすることは生涯を通じて豊かな人生を送ることにつなが
ります。
　歯の健康を保つためには日ごろの自己管理と定期的な歯科健診が大切です。
　この機会に自分の口の健康について見つめ直し、歯の健康づくりをはじめましょう。
今年は、「歯の衛生週間」に関連して以下の行事が行われます。

　●と　き　６月７日（日）午前
　●ところ　ハートプラザみその

無料歯科検診　　　じかん　９：３０～１２：００　予約不要、先着順
無料歯科矯正相談　じかん　９：３０～１２：００
　　　　　　　　　内　容　歯並びについて矯正専門医がアドバイスいたします
よい歯のコンクールの審査および表彰
　　　　　　　　　じかん　９：３０～１１：３０
　　　　　　　　　内　容　よい歯の児童・生徒の審査および表彰
　　　　　　　　　　　　　親と子のよい歯のコンクールの審査及び表彰
　　　　　　　　　　　　　歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール表彰
伊勢・度会地区 8020 表彰
　　　　　　　　　じかん　１０：３０～１１：３０
　　　　　　　　　内　容　80歳以上で歯が 20本以上ある方でむし歯の少ない優秀な方を表彰
食育に関する講話・試食
　　　　　　　　　じかん　１０：００～１２：００　予約不要、定員になり次第受付終了
　　　　　　　　　内　容　体の健康は食べることから始まります。野菜ソムリエによる食材と料
　　　　　　　　　　　　　理の講話、試食を行います。（受講者全員にもれなく無農薬玄米をプレ
　　　　　　　　　　　　　ゼント）
歯・口の健康に関する図画・ポスター入選作品展
　とき・ところ
　６月１１日（木）、１３日（土）、１６日（火）、１８日（木）　午前１０時～午後９時
　高柳商店街

※お問い合わせは、伊勢地区歯科医師会事務所までお願いします。　電話 24-1904

　

｢

生
命
を
生
み
だ
す
母
親
は　

生
命
を
育
て　

生

命
を
守
る
こ
と
を
望
み
ま
す｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

母
親
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
に
ち　

５
月
24
日(

日)

▼
時　

間　

９
時
受
付
開
始

▼
会　

場　

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館

▼
内　

容　

　

分
科
会　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
　
　
　
　

子
育
て
、
教
育
な
ど

　

全
体
会　

午
後
１
時
〜
４
時

　

一
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ(

文
化
行
事)

　

二
、
各
分
科
会
の
報
告

第
48
回
南
勢
地
区
母
親
大
会

南
勢
地
区
母
親
大
会
実
行
委
員
会
（
２
４
）
６
９
１
３

　

三
、
記
念
講
演

▼
講
師
：
野
崎
哲
也
さ
ん
（
三
重
大
学　

金
融
論
）

※
参
加
協
力
券　

５
０
０
円
、
保
育
有
り

▼
日
に
ち　

平
成
21
年
6
月
〜
10
月　

第
２
、４
月

　
　
　
　
　

曜
日　

▼
時　

間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場　

所　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
伊
勢
市
西

　
　
　
　
　

豊
浜
町
６
５
３
）

▼
持
ち
物　

裁
縫
道
具
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ミ
シ
ン

▼
定　

員　

10
名
（
先
着
）

▼
参
加
費　

参
加
費　

毎
月
３
０
０
円

▼
申　

込　

5
月
18
日
（
月
）
午
前
8
時
30
分
〜

新着図書のお知らせ

　５月は４月のあわただしさから「ホッ！」
と一息つく時期です。つかれた心に新しい本
との出会いでいっぱい栄養をあげてください。
　玉城町図書館では、旬の本・話題の本を集
めて皆さんのご来館をお待ちしています。ど
うぞご利用ください。なお、新規でご利用の
方は図書カードの登録が必要です。

●購入図書
山本一力「くじら組」
伊坂幸太郎「重力ピエロ」
田母神俊雄「自衛隊はどこまで強いのか」
堤　未果「ルポ　貧困大国アメリカ」
押切もえ「モデル失格」
(健康書 )
くわばたりえ「クワバタのくびれダイエット」
(児童書 )
柳原　慧「レイトン教授とさまよえる城」
（絵　本）
中川ひろたか他「よーいどん！」
（歴　史）

　図書のリクエストがありましたら左記まで
お願いします。（予算、内容に照らし、購入を
検討させていただきます。）
問い合せ先
　玉城町図書館
　TEL 58-8212

右
記
の
共
通
賞
品
と
は
別
に
、
１
チ
ー
ム
に
シ
ル

バ
ー
特
別
賞
（
10
万
円
分
ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券
）
が

当
た
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

５
月
７
日
（
木
）
〜
６
月
30
日
（
火
）

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム
５
０
０
０
円
（
１
人

　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
円
）

　

※
「
無
事
故
・
無
違
反
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
２
３
」
ホ
ー

　
　

ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

身
体
障
が
い
者
及
び
知
的
障
が
い
者
の
福
祉
に
対

す
る
国
民
の
理
解
と
認
識
を
更
に
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
重
度
の
身
体
障
が
い
者
の
方
及
び
重
度

の
知
的
障
が
い
者
の
方
で
希
望
さ
れ
る
方
に
、
青
い

鳥
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
封
筒
に
通
常
郵
便

葉
書
を
お
入
れ
し
て
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

【
配
布
の
対
象
】

　

身
体
障
害
者
手
帳
1
級
又
は
2
級
の
方　
　
　
　

　

療
育
手
帳
に
「
Ａ
」
と
標
記
さ
れ
て
い
る
方　
　

【
受
付
期
間
】　

平
成
21
年
６
月
１
日
（
月
）
ま
で

【
配
布
葉
書
】

　

通
常
郵
便
葉
書
（「
く
ぼ
み
入
り
」、「
無
地
」
又

　

は
「
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
紙
」）

【
配
布
枚
数
】　

一
人
に
つ
き
20
枚

　

詳
し
く
は
日
本
郵
便
松
阪
支
店
郵
便
課

　

０
５
９
８
（
２
１
）
７
１
６
６
へ
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
は
公
的
年
金
制
度
の
す
べ

て
の
被
保
険
者
に
、
こ
れ
ま
で
の
加
入
期
間
や
保
険

料
納
付
実
績
な
ど
の
年
金
記
録
の
定
期
的
な
確
認
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
今
年
４
月
か
ら

送
付
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
は
被
保
険
者
に
直
接
届
き

ま
す
。
お
手
元
に
届
い
た
ら
加
入
記
録
を
確
認
し
、

漏
れ
や
間
違
い
が
あ
る
場
合
に
は
、
同
封
の
「
年
金

記
録
回
答
票
」に
記
入
し
て
必
ず
返
送
し
て
下
さ
い
。

　

１
チ
ー
ム
５
人
で
１
２
３
日
間
（
７
月
１
日
〜
10

月
31
日
）
の
無
事
故
・
無
違
反
に
挑
戦
し
て
、
豪
華

賞
品
を
当
て
ま
せ
ん
か
。
達
成
チ
ー
ム
の
中
か
ら
抽

選
で
、
次
の
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

特
等（
50
万
円
分
ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券
）　

１
チ
ー
ム

１
等（
25
万
円
分
ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券
）　

２
チ
ー
ム

２
等（
５
万
円
分
ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券
）　

10
チ
ー
ム

チ
ャ
レ
ン
ジ
賞（
１
万
５
０
０
０
円
分
同
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

30
チ
ー
ム

　

今
回
は
、
シ
ル
バ
ー
チ
ー
ム
（
65
歳
以
上
の
方
を

3
人
以
上
含
む
）
も
募
集
し
ま
す
。
達
成
チ
ー
ム
は

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト

着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室
参
加
者
募
集

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
３
８
）
２
８
０
０

伊
勢
社
会
保
険
事
務
所
（
２
７
）
３
６
０
４

無
事
故
・
無
違
反
を
達
成
し
て
豪
華

賞
品
を
当
て
よ
う
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
１
２
３
参
加
者
募
集

チ
ャ
レ
ン
ジ
実
行
委
員
会
事
務
局

　

０
５
９
（
２
２
４
）
２
４
１
０

青
い
鳥
郵
便
葉
書
の
無
償
配
布

日
本
郵
便
松
阪
支
店　

郵
便
課

０
５
９
８
（
２
１
）
７
１
６
６

玉
城
郵
便
局
（
５
８
）
３
０
７
５

　

東
外
城
田
郵
便
局
（
５
８
）
２
８
６
５
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三
重
建
労
伊
勢
支
部
で
は
、「
職
長
・
安
全
衛
生

責
任
者
教
育
講
習
会
」を
次
の
よ
う
に
開
催
し
ま
す
。

　
▼
日
に
ち　

６
月
18
日
（
木
）
〜
19
日
（
金
）

▼
時　

間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
場　

所　

三
重
県
建
設
労
働
組
合
伊
勢
支
部

　
　
　
　
　

第
２
会
館

▼
受
講
料　

７
、５
０
０
円

▼
定　

員　

50
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

▼
申
込
時
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、
受
講
料
、
写
真

　

２
枚
（
２
・
４
㎝
×
３
・０
㎝
）

　

28

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
会
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

ト
ピ
ッ
ク
ス

特　
　

集
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〒 516-0805　伊勢市御薗町高向 1658　TEL：0596-24-2540
http://www.kyoeigakuen.ac.jp/　Email：iseshima@kyoeigakuen.ac.jp

安定した医療の国家資格
理学療法士は、リハビリのスペシャリスト。
赤ちゃんから高齢者まで、医療・福祉・スポー
ツ・教育など様々な分野で活躍しています。
・オープンキャンパス　
5月24日（日）、6月21日（日）　午前10時予定　

各種お問い合わせは下記のところまで。

伊勢志摩リハビリテーション専門学校
理学療法学科 昼間部　4年制

理学療法士になろう！

有 料 広 告

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者

教
育
講
習
会
の
開
催

県
建
設
労
働
組
合
伊
勢
支
部 (

２
３)

５
５
３
５

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
へ
の

完
全
移
行

２
０
１
１
年
７
月
24
日

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了

平
成
21
年
度
銃
砲
刀
剣
類

登
録
審
査
会
開
催
の
お
知
ら
せ

県
教
育
委
員
会

社
会
教
育
・
文
化
財
保
護
室 

０
５
９（
２
２
４
）２
９
９
９

　

｢

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法｣

に
よ
り
、
美
術

品
等
と
し
て
価
値
の
あ
る
古
式
銃
砲
、
刀
剣
類
の
登

録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
て
い
な
い
銃
砲
・
刀
剣
類
を
お
持
ち
の

方
は
下
記
の
日
程
で
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
会
場

　

①
５
月
19
日
（
火
）
県
津
庁
舎

　

昨
年
6
月
、

サ
ポ
ー
タ
ー

さ
く
ら
（
認

知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
）
と
い

う
、
自
主
活

動
グ
ル
ー
プ

が
誕
生
し
ま

し
た
。
町
長

さ
ん
の
コ
ラ

ム
で
も
紹
介

し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、

認
知
症
は
、

誰
に
で
も
起

こ
り
う
る
脳
の
病
気
で
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
、「
行
政
」
と
「
地
域
」
が
も
っ
と
『
協
働
』

す
る
こ
と
で
、
予
防
や
支
え
あ
い
が
可
能
に
な
り
、
み

な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
全
国
各
地
で
地
域
づ
く
り
が
盛
ん
に
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
ま
さ
に
元
気
な

町
づ
く
り
の
た
め
の
大
切
な
活
動
で
す
。
認
知
症
の
人

や
家
族
を
支
え
る
手
立
て
を
知
る
こ
と
で
、「
尊
厳
の

あ
る
く
ら
し
」
を
み
ん
な
で
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
、「
大
変
で
す
ね
。
何
か
お
困
り
ご
と
は
な
い
で

す
か
？
」「
お
互
い
さ
ま
で
す
か
ら
何
か
お
手
伝
い
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
い
っ
た
声
か
け
や
、

話
し
相
手
に
な
る
こ
と
が
活
動
の
第
一
歩
で
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
さ
く
ら
の
活
動
は
、
施
設
入
所
者
へ

の
イ
ベ
ン
ト
時
の
支
援
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
、
車
い
す
介
助
の
方
法
の
学
習
、
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
研
修
、
地
域
や
働
く
場
で
の
ミ
ニ
認
知

症
講
座
の
開
催
、
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
等
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
さ
く
ら
の
活
動
は
、
さ
り
げ
な
い
地

域
で
の
見
守
り
や
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
番
組
を
テ

レ
ビ
で
ご
覧
に
な
っ
た
り
、
講
演
を
聴
か
れ
た
り
す

る
こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に
、

『
認
知
症
』
と
い
う
病
気
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
サ

ポ
ー
タ
ー
の
輪
が
広
が
り
、「
も
し
も
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
玉
城
町
に
住
ん
で
い
れ
ば
安
心
」
と
言
え

る
町
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。　

　

わ
た
し
達
は
皆
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
！

主
催
：「
美
し
国
お
こ
し
・
三
重
」

　
　
　

実
行
委
員
会

（
電
話
：
０
５
９
│
２
２
４
│
２
６
４
４
）

■
問
い
合
わ
せ
先
：
玉
城
町
総
務
課

　
　
　
　
　
（
電
話
：
５
８
―
８
２
０
０
）

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放

送
を
視
聴
す
る
に
は
、

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応

の
テ
レ
ビ
に
買
い
換
え
る

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー

ナ
ー
を
買
い
足
す

③
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応

済
み
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
視
聴
す
る

方
法
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、

受
信
相
談　

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
５
７
０
（
０
７
）
０
１
０
１

視
聴
エ
リ
ア　

(

社)

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推

進
協
会　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.d-pa.org

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送　

ア
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
５
９
６
（
２
７
）
０
７
０
０

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
テ
レ
ビ
の
地
デ
ジ
対
応
や
ア
ン
テ
ナ
交
換

な
ど
を
口
実
に
し
た
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
身
に
お
ぼ
え
の
な
い
工
事
や
代
金
請
求

に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

活
動
グ
ル
ー
プ
紹
介
！

サ
ポ
ー
タ
ー
さ
く
ら

サ
ポ
ー
タ
ー
さ
く
ら

「
美
し
国
お
こ
し
・
三
重
」

座談会に
　でてみませんか
参加者随時
　　　　募集中！

　
　
　

サ
ポ
ー
タ
ー
さ
く
ら
代
表　

谷
口　

恵
津
子

お
問
い
合
わ
せ
は　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で　

（
５
８
│
７
３
７
３
）

　
　

②
８
月
18
日
（
火
）
県
津
庁
舎

　

③
10
月
20
日
（
火
）
県
尾
鷲
庁
舎

　

④
11
月
24
日
（
火
）
県
津
庁
舎

　

⑤
平
成
22
年
１
月
12
日
（
火
）
県
津
庁
舎

受
付
…
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
【
尾
鷲
庁
舎
の
み
午

後
１
時
〜
午
後
２
時
】(

予
定)

▼
受
付

　

当
日
会
場
で
配
布
す
る
「
登
録
申
請
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
提
出

▼
準
備
物

①
警
察
署
に
発
見
届
出
済
み
の
「
銃
砲
刀
剣
類
」（
再

　

交
付
の
場
合
は
登
録
済
み
の
「
現
物
」）

②
警
察
署
か
ら
受
け
取
っ
た
「
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届

　

出
済
証
」

③
登
録
手
数
料　

新
規
１
件
：
６
３
０
０
円　

再
交

　

付
３
５
０
０
円

④
発
見
届
出
人
（
登
録
名
義
人
）
本
人
で
あ
る
と
確

　

認
で
き
る
も
の
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当
地
方
の
、
唯
一
の
農
民
統
一
行
動
（
百
姓
一
揆
）

を
採
り
上
げ
て
解
説
す
る
。

　

江
戸
時
代
の
当
地
方
の
歴
史
に
は
、
紀
州
に
見
ら
れ

た
よ
う
な
大
騒
動
は
な
い
。

　

規
模
の
大
き
い
騒
動
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
説
明
す

る
農
民
統
一
行
動
と
、
他
に
一
つ
二
つ
、
一
揆
に
類
似

す
る
行
動
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。し
か
も
こ
れ
ら
は
、

何
れ
も
不
成
功
に
終
わ
っ
て
い
る
。
計
画
の
段
階
で
、

相
談
が
露
顕
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
反
し
て
、
紀
州
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
打
ち
壊

し
や
一
揆
は
規
模
も
大
き
く
し
か
も
要
求
実
現
が
確
実

で
あ
っ
た
が
、
事
後
の
為
政
者
が
行
っ
た
処
罰
も
、
誠

に
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
極
刑
の
斬
首
が
三
十
何
人

も
あ
っ
た
と
い
う
。
庄
屋
・
地
士
で
も
一
揆
に
参
加
し

た
者
が
数
多
く
あ
り
、
事
後
に
な
っ
て
お
役
御
免
に

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
紀
州
と
勢
州
の
騒
乱
を
比
較
す
る
と
、

回
数
・
規
模
・
参
加
人
数
・
要
求
実
現
度
・
処
罰
の
度

合
い
等
す
べ
て
の
面
で
相
違
す
る
。

　

こ
の
理
由
で
あ
る
が
、
紀
州
と
勢
州
の
人
々
の
気
質

や
江
戸
時
代
に
入
る
ま
で
の
歴
史
的
風
土
の
違
い
に
原

因
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
に
入
る
ま
で
の
乱
世
の
時
代
、紀
州
で
は
、

平
時
に
は
鍬
を
持
ち
、
耕
作
に
打
ち
込
む
農
民
も
、
一

旦
戦
い
が
始
ま
る
と
き
に
な
る
と
、
各
自
が
武
具
で
身

を
固
め
、
一
族
郎
党
の
頭
の
元
ま
で
馳
せ
参
じ
、
戦
場

に
出
る
人
々
が
多
か
っ
た
。
つ
ま
り
、平
時
の
農
民
は
、

直
ぐ
に
足
軽
や
戦
闘
の
頭
に
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
勢
州
で
は
、
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
農
民
は
純
然

た
る
百
姓
で
あ
っ
た
。
何
代
も
続
く
百
姓
で
あ
っ
た
。

　

勢
州
に
は
、
確
か
に
北
畠
家
の
武
士
や
地
方
の
城
主

等
の
末ま

つ
え
い裔
が
い
た
が
、
主
の
歿ぼ

つ

落
後
は
農
民
と
な
り
、

穏
や
か
に
暮
ら
し
て
い
た
。
隣
村
の
人
々
と
争
議
を
引

き
起
し
、
武
器
を
使
用
し
て
戦
う
と
い
う
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

抑
圧
へ
の
反
抗　

百
姓
決
起
か　

二
十
五

30

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
会
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

ト
ピ
ッ
ク
ス

特　
　

集

31
城あとに夢を築くまち たまき　2009.5

お
知
ら
せ
広
場

2930

ハーレー＆ビューエル　大試乗会！ハーレー＆ビューエル　大試乗会！

　

以
上
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う

か
、
勢
州
、
特
に
度
会
多
気
地
方
で
起
こ
っ
た
百
姓
一

揆
や
打
ち
壊
し
は
、
実
に
小
規
模
で
穏
や
か
な
性
格
の

行
動
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

勢
州
地
方
で
あ
っ
た
最
大
の
規
模
で
、
し
か
も
行
動

目
的
の
不
明
確
な
統
一
行
動
（
一
揆
と
も
い
え
る
）
に

つ
い
て
説
明
を
す
る
。
紙
数
の
都
合
で
記
録
の
原
文
の

紹
介
は
せ
ず
に
、
現
代
文
に
直
し
て
綴
る
。

　

な
お
、
釈
文
（
原
文
を
く
ず
し
字
で
な
き
、
楷
書
に

書
き
換
え
た
文
）
は
、
玉
城
町
史
の
史
料
集
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。

　

享
保
十
七
年
の
多
気
郡
四
神
田
村
で
あ
っ
た
紀
伊
徳

川
家
家
老
久
野
氏
に
対
す
る
「
駕
籠
訴
」
以
来
、
十
年

も
経
過
し
な
い
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
年
）
十
二
月
八

日
の
こ
と
で
あ
る
。
勢
州
田
丸
領
の
百
姓
千
人
ば
か
り

が
、田
丸
の
城
端
に
あ
っ
た
大
庄
屋
会
所
前
に
集
ま
り
、

年
貢
の
減
免
？
を
求
め
た
。
こ
の
地
方
で
行
わ
れ
た
百

姓
の
要
求
統
一
行
動
と
し
て
は
、
最
も
規
模
の
大
き
い

も
の
と
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
件
の
真
実
を
つ
か

む
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
時
の
事

情
を
記
録
す
る
文
書
が
二
種
類
現
存
す
る
が
、
記
録
者

が
問
題
な
の
で
あ
る
。
一
つ
は
、
久
野
家
の
田
丸
城
を

守
る
家
来
の
筆
頭
と
同
列
と
も
言
え
る
「
加
藤
新
五
右

衛
門
良
房
」
が
書
い
た
「
田
丸
城
古
記
抜
書
」
の
記
録

で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
山
神
村
中
村
大
蔵
家
に
残
さ
れ

て
い
た
「
萬
歳
留
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
文
書
の
書
き

手
が
「
勢
州
奉
行
両
役
」
と
な
っ
て
い
る
文
書
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
両
者
は
、
当
時
の
立
場
で
は
相
当
の
開
き
が

あ
る
。
加
藤
良
房
は
城
内
で
は
家
老
の
地
位
で
あ
っ
た

が
、
何
し
ろ
久
野
家
の
家
来
で
あ
る
。
紀
伊
徳
川
家
の

家
来
で
あ
る
久
野
氏
の
家
来
（
陪
臣
・
又
も
の
）
で
あ

る
が
、
一
方
の
両
役
は
紀
伊
徳
川
家
の
家
来
で
、
勢
州

田
丸
領
・
松
坂
・
白
子
領
の
三
領
を
統
括
す
る
奉
行
衆

で
あ
る
。
紀
伊
徳
川
家
直
属
の
家
来
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
回
へ
続
く

【
原
作
提
供
者　

加
納
利
和
】  

（有）飯島金物店 （有）飯島金物店 （有）飯島金物店 

YKKAPアルミサッシ販売・建築資材販売 
ガラス割替え、アミ戸張替え 

その他、家まわりの各種工事、承ります。 

Tel（58）3156　Fax（58）3020

玉城町田丸371 - 2

おかげさまで 100周年!!

有 料 広 告

SLOW & STEADY 共感運転の南部自動車学校

ハーレー＆ビューエル　大試乗会！ハーレー＆ビューエル　大試乗会！
　あの、憧れのハーレー＆ビューエルの最新モデルに試乗できるイベント
を今年も開催します！イベント当日は約20台のバイクに無料で何度でも試
乗できます！
　また、免許をお持ちで無い方は、南部自動車学校の二輪教習車を用いて、
教習指導員が基礎から指導させていただきます。さらに！イベント当日に
入校申し込みされた方には、お得な特典があります。
※無料体験教習は、二輪免許をお持ちでない方に限らせていただきます。

5月10日（日）
10:00～16:00
雨天決行

※天候により内容を変更する
場合がございます。

　イベント当日に入校申し込みされた方には、基
準料金を超えた場合でも安心して教習を受講でき
る、追加料金不要の安心パックコースで入校して
いただけます。　この機会をお見逃しなく！

共感運転の

南部自動車学校
℡0596-23-1155

〒519-0503　伊勢市小俣町元町1648-10
          Web:  http://www.safety-nanbu.com

町内での催しなどを取材（放送期間＝2週間）
4月25日～
・カラフルらいおん
・春の交通安全運動　　　　　
5月2日～
・消防団初任者訓練
・2歳児のお子さん集まれ！
・散歩のようす（外＆下保）
5月9日～
・子育て川柳集
5月16日～
・御木曳き行事（田丸神社）
・チビッコまつり（アスピア玉城）

行政・広報番組、企画・特別編集番組など

町のお知らせ番組（音声付文字情報）

町議会が開催される当日午後9時から録画放送。
また、議会閉会翌週午後9時から再放送をします。

番組に対するお問合せ 放送に対するお問合せ 役場総務課　 　 　 　 　TEL 58-8200 （株）アイティビー制作部　TEL 27-0700

00 
15 
30 
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00
00

00
00/15 
30/45
00
00

00

00
00/15 
30/45
00
00

00/15 
30/45
00
00

00/15 
30/45
00

知っ得、納得
知っ得、納得
ちょっと玉城
ちょっと玉城
ビデオレポート 
特別番組 

ビデオレポート 
知っ得、納得
ちょっと玉城
ビデオレポート 
特別番組 

知っ得、納得
ちょっと玉城
ビデオレポート 
知っ得、納得
ちょっと玉城
ビデオレポート 
特別番組 

知っ得、納得
ちょっと玉城
ビデオレポート 
特別番組 

知っ得、納得
ちょっと玉城
番組終了 

議会放送 
(議会終了まで) 
翌週録画 

議会放送 
(議会終了まで) 
当日録画録画 

番組予定 4月25日～5月24日
ビデオレポート （毎週土曜日更新）

（毎月1・16日更新）特別番組

番組は予告なく変更する場合があります。注意：
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など

5月1日～
・第22回　玉城町桜まつり
5月16日～
・平成20年度「第９回福寿学級」

役場職員が、町の事業紹介、お知らせなど 

（毎月5・20日更新）知っ得、納得

5月5日～
・国民年金免除申請
5月20日～
・ゴミの出し方（缶、金属類）

（毎週土曜日に更新）ちょっとたまき

（終了まで）議会放送

・番組の紹介、行政情報など

など



玉城町役場は8：30am～7：00pmまで開庁しています。 住民票、所得証明、各種申請、相談などご利用ください。 

ま ち か ど 掲 示 板
■玉城町役場　 ＴＥＬ58-8200　ＦＡＸ58-4494
　●総務課　　　  ＴＥＬ58-8200
　●税務住民課　  ＴＥＬ58-8201
　●生活福祉課　  ＴＥＬ58-8203
　●上下水道課　  ＴＥＬ58-8207
　●農林商工課　  ＴＥＬ58-8204
　●建設産業課　  ＴＥＬ58-8205
　●教育委員会（村山龍平記念館）　
　　　　　　　 ＴＥＬ58-8212　ＦＡＸ58-7588
　●出納室　　　  ＴＥＬ58-8210
　●議会事務局　  ＴＥＬ58-8211
■玉城病院　 ＴＥＬ58-3039　ＦＡＸ58-7299
■ケアハイツ玉城
　●介護老人保健施設　 ＴＥＬ58-3770　ＦＡＸ58-3790
　●訪問看護ステーション ＴＥＬ58-8117

　●訪問介護ステーション
　●居宅介護支援事業所　  ＴＥＬ58-8822
■健康管理センター（地域包括支援センター）
　　　　　　　　　 ＴＥＬ58-7373　ＦＡＸ58-7625
■保健福祉会館（子育て総合支援室）　
　　　　　　　　　 ＴＥＬ58-8000　ＦＡＸ58-8688
■さくら児童館　　 ＴＥＬ58-8527　ＦＡＸ58-8528
■梅がおか児童館　 ＴＥＬ58-8345　ＦＡＸ58-8346
■いなほの郷児童クラブ室 ＴＥＬ58-3956　ＦＡＸ58-3956
■中央公民館　　　 ＴＥＬ58-6331　ＦＡＸ58-7755
■アスピア玉城
　●玉城ふれあいの館 ＴＥＬ58-8800　ＦＡＸ58-8801
　●ふるさと味工房アグリ ＴＥＬ58-8686　ＦＡＸ58-8687
■社会福祉協議会 ＴＥＬ58-6915　ＦＡＸ58-6916

休日・夜間当直室　TEL 58-8213

曜日 
診療科目 月 火 水 木 金 土・日・祝日

内  科 小林 小林 小林 

内  科 小林  小林 小林 

外  科

安田 

安田 

外  科 本泉院長 本泉院長  本泉院長 本泉院長 

整形外科

整形外科

矢田 矢田

矢田 矢田

矢田 矢田 関口 

特殊外来 休 診  

午　前
8:45～12:00

午　後
3:00～5:00 三重大学 

外　科 

三重大学 
循環器内科

三重大学 
循環器内科

総合診療 総合診療 総合診療

本泉院長 本泉院長  本泉院長 
総合診療 総合診療 総合診療

総合診療

三重大学 
眼科

三重大学 
皮膚科

9：00～12：00 9：00～11：00

5：00～ 6：00 

 (水曜日は6:00まで) 

玉城町国民健康保険玉城病院診療内容のお知らせ
診療時間　午前8時45分～午後5時（水曜日は６時まで）
受付時間　午前８時00分～午前11時45分
　　　　　午後２時30分～午後４時45分
　　　　　（水曜日は午後２時30分～午後５時45分まで）

総合相談窓口　面談　受付でお申込みください。
電 話 相 談 午前９時～午後4時　（TEL 58-3039） 
ご案内　①午後は回診・検査・手術のために診療時間が遅れることがあります。
　　　　②学会等の都合により担当医が変わることがあります。

伊勢市休日・夜間診療所（内科・小児科）のご案内
　住　所：伊勢市八日市場町13-1　伊勢市福祉健康センター内　電話番号：0596-25-8795
　診療日：平日夜間、日曜、祝日　診療時間：昼間　午前10時～正午・午後1時～午後5時／夜間　午後7時30分～午後10時
伊勢地域救急医療情報センター：電話 0596-28-1199

※夜間・土日・祝日の急病診療は、医師・看護師不足により、お断りする場合がありますので、ご了承ください。
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【料金】
・裏表紙下段・・・5,000円／回
　　　　　　色：カラー、サイズ：7cm×9cm
・中面の下段・・・8,000円／回
　　　　　　色：２色、　サイズ：7cm×18cm
・中面の下段・・・4,000円／回
　　　　　　色：２色、　サイズ：7cm×9cm

なお、掲載は玉城町広報広告掲載取扱
基準によります

　　　　玉城町総務課（58）8200

広 告 募 集 中！

（社）三重県宅地建物取引業協会会員・（社）全国宅地建物取引業保証協会会員

三重県知事許可（般16）第１４４５３号

ゆたかな暮らしのお手伝い

58-62720596玉城町蚊野2063番地89

建築・リフォーム 不動産 売買 ・仲介
 三重県知事免許（2）第２６９４号

プラス ワン

0800-2000-366

有 料 広 告
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